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◇ 議 事

く開会 〉 午前9時30分

○議 長(立 石豊 子)

開会 に先 立 ち、 一言 ごあい さつ を申 し上げます。

本 日ここに第5回 北播 磨 総 合 医療 セ ンター企 業 団議会定例会が招集 されま

した ところ、議員各位 には公私何 か とご多用の中、ご参集 を賜 り、ここに開

会 の運びに至 りま したことは、統合病院の建設のため、誠にご同慶 にたえな

い次第であ りま して、各位の ご精励 に対 しま して、深 く敬意 を表す る ところ

であ ります。

さて、今期 定例会で付議 され ます案件は、奨学金貸与条例の制定について、

平成24年 度 予算並 び に平成23年 度補 正 予算 の3議 案 で あ ります 。

議 員 各位 におかれ ま しては、何 とぞ ご精励 を賜 りま して、慎重 にご審議の

上、適切、妥当な結論を得 られ ます よ うお願いを申 し上げ、開会 のこあい さ

っ とさせ ていただきます。

〈企業長 あい さっ〉/

○議長(立 石 豊子)

この際 、蓬 莱企業 長 の あい さっ が ございます。

○企業長(蓬 莱務)

み な さんお は よ うご ざい ます 。

第5回 北播 磨 総合 医療 セ ンター・一・・一企業団議会定例会の開会 に当た りま して、

一言 ごあいさつ を申 し上 げます
。'

本 日、第5回 企 業 団議 会 定例 会 を招集 い た しま した ところ、議員 の皆様方

におかれ ま しては、公私何か とご多用の中をお集ま りいただきま して、あ ら

ためて深 く感謝 申し上げます。

北播磨総合 医療セ ンターの建設の進捗状況につきま しては、皆様方 も既 に

ご承知の とお りであ りますけれ ども、全体スケジュール としては、予定 どお

り進捗 してお ります ことを、まず ご報告申 し上 げます。

議員 の皆様 にご出席いただいて、去 る1月20日 に起工式 を執 り行 い ま し

た。 起 工式では、神戸大学及び神戸大学附属病院院長にお越 しいただきま し

た。 ここが大 きなポイ ン トでございます。 ある意味では、理解者 が集 った起

工式であ り、大きなスター トで あった と、 このよ うな認識を持 ってい るとこ

ろで ございます。

いま一番大 きな工事であ ります 、免震工事 に取 りかかってお ります。現在

の三木市民病院、小野市民病院は このよ うな構造 にはなってお りません。安

全 ・安心 な病院 とい う意味合いでは、工事そのものが重要な意味合い を持っ



ている。ま さに統合病院だか らこそ、このよ うな構造ができる。今考 えると

当た り前の ようなことですが、そ うではな く単独ではでき得 ない工事であ り

ます。

市民か らします と、そのよ うな ところが分かってい るよ うで分 かっていた

だけない。その ような ところも、ぜひ皆様方か らも情報発信 していただき、

皆 さんが よ り信頼できる、安 心できる、そ して親 しみ を受ける、みんなで育

てる、 この ような病院になるとい うことを ともに発信 してい きたい。 このよ

うな思いで ございます。

また、本年夏 ごろか ら1階 か ら順 に躯体 が 立 ち上 が る予定で、年内にはほ

ぼ全貌が見えて くるもの と思います。平成25年10月 のオ ー プ ン を め ざ し

て 、 それ 以外 に運用計画等の策定についても、具体的な検討 を進 めてお りま

す。

さて、 このたびの定例会に上程 させていただいてお ります案件 につきま し

て は、 さきほど議長様か らもあ りま した ように、企業団の奨学金貸与条例の

制定について、平成24年 度 予算 及 び 平成23年 度補 正 予算 の3件 とな って

お ります。

何卒 、議 員各位 におかれま しては、一層の ご精励 を賜 り、慎重 なるご審議

の上、適切 なるご決定を賜 ります よ う重ねてお願い 申し上げま して、開会の

こあい さっ とさせ ていただきます。 どうか よろ しくお願いいた します。

〈開議 〉

○議長(立 石 豊子)

これ よ り、本 日の会 議 を開 きます。

日程に入 るに先立 ち、諸般の報告 を申し上げます。

監査委員か ら例月出納検査結果報告書及 び定期監査結果報告書の提 出があ

り、これ らの写 しを既 にお手元に配付 をいた してお りますので、 ご清覧 をお

願 いいた します。

次 に、その他の報告 については、議会事務局長か らご報告いた します。

○議会事務局長(小 西桂 一)

ご報告 い た します。

現在 の 出席議 員 は、10名 で あ ります。

次 に、今 期 定例 会 に提出 され ます議案並び に本 日の議事 日程表 は、既 にお

手元 に配付 いた しま した とお りで ございます。

次 に、地方 自治法第121条 の規定 に よ りま して、説 明のた め今期定例会

に出席 を求めま した者の職 ・氏名 は、お手元にプ リン トにて配付 いた してお

ります ので、朗読 を省略 させ ていただきます。



報告事項 は、以上でございます。

〈 日程第1会 議 録署 名議 員 の指名 につ い て 〉

○議長(立 石 豊子)

これ よ り 日程 に入 ります。

日程 第1、 会 議録 署名 議員 の指名 で あ ります。

会議録署名議員は、議長 よ り指名 いた します。

6番 岡嶋正 昭議 員 、8番 大 西秀 樹議 員 、以 上2名 にお願 い をい た しま

す 。

〈 日程第2会 期 の決 定 につ い て 〉

○ 議長(立 石 豊子)

次 に、 日程第2、 会期 の決 定 につ いて を議題 といた します。

お諮 りいた します。本定例会 の会期 は、本 日1日 間 といた した い と思 い ま

す。

これに ご異議 あ りませんか。

【「異議 な し」 と声あ り】

○議長(立 石 豊子)

ご異議 な しと認 めます。 よって 、会期は1日 間 と決 定い た しま した。

〈 日程 第3、4、5、 第1号 、第2号 、第3号 議 案 〉

○議 長(立 石 豊子)

次 に、 日程第3、 第1号 議 案 、 北播 磨総合 医療セ ン ター企業団奨学金貸与

条例の制定について、 日程第4、 第2号 議案 、平成24年 度 北播 磨 総合 医療

セ ン ター企 業団病院事業会計予算及び 日程第5、 第4号 議案 、平 成23年 度

北 播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団病 院事業会計補正予算(第1号)を 一括 して

議 題 とい た します 。

蓬 莱企業長か ら提案理 由の説明を求めます。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、蓬 莱企 業 長。

○企 業長(蓬 莱務)

それ で は、た だい ま上程 され ま した議案 につ きま して、ご説 明を申 し上げ

ます。

まず 、第1号 議案 、北播 磨総 合 医療 セ ンター企業団奨学金貸与条例 の制定

についての議案 であ ります。

本議案は、看護師の安定的な確保 と医療の質の向上を図ることを 目的 とし

てお り、対象者 は、看護大学や専 門学校、看護系大学院の学生 で、将来、統



合病院に勤務す る意思のあ るもの としてお ります。

貸与額 につきま しては、基本の月額 を3万 円か ら5万 円 と し、最 高学年 の

学生 につ きま しては、最高7万 円まで と し、学 生 の事情 に応 じて、貸与額 を

選択できることとしてお ります。

また、奨学金の返還につきま しては、貸与奨学金の総額に応 じて、統合病

院に最低 でも3年 、上 限で5年 を勤 務す れ ば、返還 を免 除す ることとしてお

ります。

次 に、第2号 議 案 、平成24年 度 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業 団病院事業

会計予算についての議案であ ります。

第2条 の業務 の予 定量 につ きま して は、建設改良事業 といた しま して、病

院建設事業費で72億4,600万 円、病 院建 設事 務費 で1億3,400万

円、合 計73億8,000万 円 を計 上 い た してお ります 。

第3条 の収益 的収 入及 び支 出 につ きま しては、収入 ・支出同額の5,67

6万1千 円 とす る もので あ ります。

第4条 の資本 的収 入及 び支 出 につ きま しては、収入74億3,872万2

千 円 に対 しま して 、支 出が74億5,752万1千 円 となって お り、支 出に

対 して不足す る額1,879万9千 円 につ きま して は、繰越 資金 等 で補てん

しよ うとす るものであ ります。

第5条 の債 務負 担 行為 につ きま して は、企業 団奨学金貸与条例 に基づ く平

成24年 度 奨学 金長 期貸 付事 業 の うち、平成25年 度 以 降の事業3,756

万 円 を債 務負 担 行為 とす る もので あ ります。

第6条 の企 業債 、第7条 の一 時借 入金 、第8条 の議会 の議 決 を経 な けれ ば

流用 す ることのできない経費、第9条 の 関係 市 か らの負 担金 につ きま しては、

それ ぞれ記載の とお り定めよ うとす るもので あ ります。

次 に、第3号 議 案 、 平成23年 度 北播 磨 総合 医療 セ ンター企業 団病院事業

会計補正予算(第1号)に つ い て の議案 で あ ります。 ・

第2条 の業務 の予 定 量の補 正 につ きま しては、建設改良事業の うち、病院

建設事業費 を4億9,000万 円減 額 し、22億6,300万 円 に、病 院建

設事 務 費 を800万 円減 額 し、9,200万 円に しよ うとす る もの で あ りま

す。

第3条 の資本 的収 入及 び支 出の補 正 につ きま しては、収入 を4億9,94

0万 円減額 し、予算 総額 を23億5,600万2千 円 に、支 出を4億9,8

80万 円減 額 し、予 算総 額 を23億5,800万1千 円に しよ うとす る もの

であ ります 。

今 回の補正は、建築工事の契約差金 などの不用額見込分 を減額 しよ うとす



るものであ ります。

第4条 の債務 負担 行為 の補 正 、第5条 の 関係 市 か らの負担 金 の補 正 につき

ま しては、それぞれ記載 の とお り改めよ うとす るものであ ります。

以上で、ただいま上程いた しま した議案 の説 明を終わ ります。

ど うか慎重なるご審議 によ りま して、適切なるご決定を賜 ります よ うお願

い 申し上げます。

○議長(立 石 豊子)

これ よ り質疑 並 び に一 般 質 問 に入 ります。

通告 により、順次、発言 を許 します。

7番 、高 坂純 子議 員

【「議 長 、7番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

7番 、高坂 純子 議員

07番(高 坂純 子)

失 礼 いた します 。それ で は、た だ今か ら発言をお許 しいただきま したので、

行わせ ていただきます。私 の方か らは、質疑 と一般質問の二つ をお願いいた

します。

まず、は じめに質疑です。企業団の奨学金制度についてです。

北播磨総合医療センター新築 工事起工式 も1月20日 に行 われ ま して 、平

成25年10.月 のオー プ ンが よ り近 くな った よ うな気 がいた します。そ して

この度、企業団の奨学金制度 が設け られ よ うとしています。優秀 な看護 師を

求め るためにも、大変あ りがたい こ とだ と思ってお ります。そ こで次の こと

をお尋ねいた します。

1点 目、奨 学金 の返還 免 除 につ い てです。案 として、企業団に5年 を上 限

と して勤務 すれ ば、奨 学金の返還を免除す る。最低でも3年 は勤務 必 要。 と

あ ります が、奨 学金貸与看護師が勤務過程の 中で、結婚 ・出産 と経験すれ ば、

産前産後 の休暇、また育児休業 を取 る場合が出て きます。公務員法では産休 ・

育休 を合 わせれば、最長わが子 が3歳 ま で休 む こ とが で きます。統 合病院は、

院 内保 育所 も完備 され るとのこ とですので、長期 にわたって育休 を取 る方 は

少 ない と思います が、産休 ・育休 は勤務 とみな され、貸与に関連 してい くの

で しょうか。その点 をお伺 いいた します。

次 に、一般質問 とな ります。看護師確保 プロジェク トチームについてです。

第4回 企 業 団議 会 定例会 で、看 護 師確保 についての質 問を行わせていただ

きま した。小野 ・三木両市が一丸 となって、看護 師確保 に動かれている こと

を大変 うれ しく、心強 く思ってお ります。



さて、その後 の看護師確保プ ロジェク トチー ムの活動報告 をお聞かせいた

だ きたい と思います。

また、三木 ・小野両市民病院の現在 の看護 師確保 も大切なことだ と思いま

す。例 えば、統合病院へ行 く不安 を感 じてお られ る看護師 さん等 に対 して、

看護 師確保プ ロジェク トチーム としては、何かア クシ ョンを起 こしてお られ

るので しょうか、お伺いいた します。以上、私か らの質疑、一般質問 とさせ

ていただ きます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

は い、 西本事 務局 長。

○事務 局 長(西 本 則彦)

それ で は、 高坂議 員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、奨学金制度 における返還免除についてのご質問にお答 えをいた しま

す。

統合病院の開院に向け、看護師の確保 は最 も重要な課題の一つである と認

識 してお ります。看護学生に奨学金 を貸与 し、看護師の安定的な確保 を図る

とともに、優秀 な人材の確保 によ り、医療の質 を向上 させ ることを 目的に、

統合病院において、奨学金の貸与制度 を創設す ることを この度 の議会 に提案

をさせていただいてお ります。

奨学金の貸与 は、看護大学や看護専門学校 、看護系大学院の学生で、将来、

統合病院に勤務す る意思のある方を対象 としてお ります。

奨学金の返還 につ きま しては、貸与 した奨学金の総額 に応 じて、3年 か ら

5年 間、統 合病 院 に勤務 すれ ば、返済 を免除できることとしてお ります。

一方、看護大学等 を退学 した場合や統合病院 に勤務 しなかった場合 な どに

ついては、原則 として、全額 を一括返済 していただ くこととしてお ります。

お尋ねの産前 ・産後、いわゆる産休や育児休業 を取得 した場合、その期 間

は勤務期 間に含 まれ るのか ど うか とい うご質問で ございますが、看護師 とし

て病院運営に貢献いただ くことを前提 として、返済を免除でさる規定 を設 け

てお りますので、産休や育児休業、その他療養休 暇など、勤務 しなかった期

間を除いて、実際に勤務 した期間が3年 か ら5年 と考 えてい ます。 したが っ

て 、産休 、育児休業等は含まない とお考えいただきたい と思います。

次 に、看護 師確保プ ロジェク トチームについてのご質問の うち、まず活動

報告 についてのご質 問にお答 えをいた します。

看護師確保 プロジェク トチームにつきま しては、前回のご質 問があ りま し

た昨年9月 以 降、2回 の会議 を開催 し、看護 師の募集活動の方針や看護 学校



へ の訪問、採用試験 の 日程 などにつ いて協議いた しま したほか、案件に より

ま しては選抜メンバーに よって会議す る場 も持ってお ります。

まず、看護 師募集 に関 しては、これ までに看護師の確保 において実績 のあ

る業者 と委託契約を結びま して、看護師の就職情報誌へ統合病院をPRす る

記 事 を掲載 した り、イ ンターネ ッ ト上でのPRを す で に実施 して い る と ころ

で ご ざいます。 また、看護学生 に対 して直接PR、 説 明を行 え る就 職 フェ ア

が あ るの ですが、それに も参加す る予定で ございま して、来月か ら5月 にか

け て 、神 戸 市や 岡 山県 で 開催 され るイベ ン トに参加す る予定でございます。

次 に、看護 学校への訪 問につ きま しては、今月 中には県内の大学10校 を

訪 問い た しま して 、統合 病 院 の概要や看護理念、あるいは先ほ ど申し上げま

した奨学金制度 な どの説明を行 う予 定でございます。その後 も、県外へ の学

校訪 問を計画 してお ります。

そのほか、平成25年4月 の採 用 に 向 けま して 、24年 度 内 に採 用試 験 を

5日 程度 設 定 した 上 で、パ ンフ レッ トを作成 しま して、看護大学等 に訪 問、

あ るいは資料発送等 をする予定でございます。

続 きま して、現両病院に働 く看護 師の不安解 消についてのご質問にお答 え

をいた します。

現 両病院か ら統合病院へ移行す る看護師の不安感につ きましては、企業 団

として、具体的に、 どの ようなこ とに不安 を感 じてお られるのか、これ は し

っか りと把握すべきもの と考えてお ります。

一方で
、統合病院での勤務 時間や給与制度 などの勤務条件 の設定、 あるい

は統合病院での看護部の具体的な運用方針 の決定などは、不安材料 を解 消す

るためには、早期に決定 し、職員に周知 していかなければならないもの と考

えてお ります。

この うち勤務条件 につきま しては、企業団 としての一定の方針 を固めま し

たので、現両病院の職員組合 の代表者 と現在、協議を進めているところでご

ざいます。

また、看護部の運用方針等 につきま しては、両看護部 が協議 を重ねてお り、

その方針 もほぼ固ま りつつ ある とい うところで ございます。

これ らのことを踏 まえま して、本年4月 には 、勤 務条 件 等 を提示 した上 で、

統合病院で働 く意思の確認や どのよ うなことで不安に思ってい るのかその原

因を含 め、職員 の意 向調査 を行い、その後は随時、必要な項 目について、職

員へ の説 明会を開催す る予定でございます。

これ に加 えて、本年4月 か ら、企 業 団事 務 局 に 医療 現場 に精通 した看護職

の職員 を配置す る予定でございま して、運用計画 を詳細に詰めて行 くことも



予定 してお りますので、不安の解消 にも繋がるのではないか と考 えてお りま

す。

以上で、高坂議員 のご質問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長、7番 」 の声 あ り】

○議長(立 石 豊 子)

7番 、高坂 純子議 員

07番(高 坂 純 子)

ご丁 寧 なお答 え あ りが と うご ざいま した。

該 当 しない とい う、最初 の奨学金 の返済免除についてのお答 え確 かに承 り

ま した。

それ に少 し追加 してですが、勤務 としない、含まない とい うお答 えを頂戴

したのですが、給与面 に関 しては公務員法の形で とられ て行 くので しょうか。

それ か ら、小野市、三木市それぞれの市民病院の看護 師の方々な どは、そ

のよ うな育休 ・産休 を取得 されてい る方は何%ぐ らいお られ る とい うのが分

か れ ば教 えていただ きたい と思います。

次に、看護師確保 プロジェク トチー ムについてですが、私 もホームページ

を拝見いた しま して、看護師募集 を会社にお願い してい るとい うお答 えを頂

戴 した ように、ホームページの募集 の ところを拝見 させ ていただいてお りま

す。結構 な会社 で したので、PR経 費 は どの く らい で設 定 され てお られ るの

で しょ うか。それ をお聞きします。以上です。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

は い 、西本 事務 局長 。

○事務 局 長(西 本則 彦)

まず 、第1点 目の産休 ・育休 に対す る給 与 面についてのご質問にお答 えを

いた します。

これ につきま して は、労働基準法あるいは市町村共済組合 による補助等 が、

同 じ公務員 でございますので同様の形で引き続 き行わせていただきます。た

だ、勤務するか、 しないか とい う点での奨学金制度ですので、その点はご理

解いただきたい と思います。

次に、PR経 費 で ご ざい ます が、来 年度 予 算 の3条 予算 で 、例 えば 印刷 製

本 費 な ど80万 円で ある とか、委託 料 で400万 円で あ る とか、 いわ ゆ るP

Rの た め に業者 委 託 あるい はパ ン フ レッ ト作成 の印刷費等 に24年 度予 算 を

お い てお ります。

次 に 、産休 ・育休 の取得率 についてです が、手元に詳 しい資料がないので



す が、約10%ぐ らい で はない か と記 憶 して お ります。

【「議長 、7番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

7番 、高坂 純子 議員

07番(高 坂純 子)

そ れ で は、私 の方 もそれ ぞれ 育児休 業、産休 について両市民病院 にご質問

とい うことでお伺い させていただきます。

最後にも う1点 です が、 プ ロジ ェ ク トチー ム を組 まれ2回 の会 議 を開催 し

た と報 告 を頂 戴 してお ります。そ うした中で、い よい よ4月 か ら動 かれ るの

か な と思 うのですが、前回、私が質問 させていただいた時には、 もっ と早 め

に当初 は昨年の4月 か ら動 きた い よ うな こ とも言 ってお られて、少 し遅いの

ではないのか と思 うのです が、その当た りは ど うなので しょうか。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊 子)

は い 、西本 事務 局長 。

○事務 局 長(西 本 則彦)

学校 訪 問、採 用 ス ケ ジュール 等 は、当初の予定 どお り順調 に進んでお りま

す。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、藪 本 副企業 長。

○ 副企 業 長(藪 本 吉秀)

この看 護 師確保 とい うのは 、統合病院の開院に当たって、非常に命運を左

右す る大きなプロジェク トであると思 ってお ります。

そのよ うな中で、今回企業団の方 に予算 として計上 させていただき、 ご審

議いただいてお るわけでございます。現実的な看護 師確保 に当た りま しては、

企業団 といた しま して も事務局 に、 この4月 か ら看護 師 を三木 市 か ら1名 派

遣 す る こ と としてお ります。

確保 に当た りま しては、 ここは企業団議会ですので、答弁が筋違いであれ

ばお許 しいただきたい と思いますが、現在 の両市民病院において、それぞれ

の看護 師確保 を責任 を持 ってやってい く。すなわち、企業団 と申しま して も

まだ病院も建 ってお りませ ん し、現実的な執行体制 と言いま しょうか、看護

師確保 に向けての営業活動について、企業団 として も一生懸命取 り組 んで参

りますが、それ を現実的 に確保 で動 き回るのは、それぞれの市民病院になろ

うか と思 ってお ります。



それ を企業団 といかに連携 してや ってい くのか とい うことでございますの

で、来年10月 のオー プ ンの暁 に、 当初 予 定 している看護師が確保で きるか

どうか、これはひ とえに、それぞれの現在 の市民病院の営業努力 と合 わせ て、

それ を企業団 としてもいかに補完 し、企業団 自身 も自ら足 を運ぶ、 この三者

が うま く連携 して初 めてその 目標 が達成 できる、この よ うに考 えてお ります。

以上、補完 とさせてい ただきます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(立 石 豊 子)

はい 、 蓬莱企 業長 。

○企業 長(蓬 莱務)

い ま副企 業長 がお答 え され た こ とと重複す るわけであ ります けれ ども、こ

の病院が うま くい くか どうか とい うのは、言 うまで もな く二つ、即 ち医師の

確保 、看護師の確保、 これは重要なポイン トであ ります。

そのよ うな中で、副企業長か らあ りま した よ うに、現在の病院にお ける看

護師の新 たな確保 をいかに してい くか、もう一つは、現在の病院の看護 師を

退職 させずにいかに残 ってもらうか、 この側面があ ります。

しか し、一方では看護 師に対す る採 用は、二つの本音 と建前があ ります。

一つは
、看護 師ならどんな レベルでも良いか。やは り統合病院 に勤務する看

護師 として、高い資質 と技量を有 し、かつ新 たな高度医療 を行 うわけであ り

ますので、それ に頑張っていただけるよ うな人が必要で しょ う。

何 回 となく退職 を し、転々 としてい る看護 師は非常に多い。3年 もす る と

ほ とん ど変 わ って しま う。そのよ うな人 を採用す ると、人事面か らす るとあ

ま り望 ま しい形ではない。 しか し、現実的には、民間の病院 を含 めて、看護

師の と りあい合戦 のよ うな状況であ ります。

その よ うな中で、先程来か ら事務局長がお答 え し、また副企業長か ら話が

あった よ うに、我々 としては、どのよ うに して現病院の看護師 をいかに新た

に確保 し、かつ今の病院で働 いている人 たちを どの ように して新 しい病院 に

繋いでい くか。 モチベーシ ョンを落 とさないための戦略は どうあるべ きか。

加 えて、資質について も、将来 も働 き続けていただき、生きがいを感 じてい

ただけるよ うな人材 育成のためにはど うした らよいのか。単に採用す るので

はな く、多様 な角度か らその よ うな人材 の採用計画 を多面的に考えて行 くと

い うことであ ります。

その点 を考 えなが ら、先ほ ども言いま したが、今 日働いていただいてい る

方が、明 日そのまま残 っていただけるか どうか とい うことがあ り得 るのか ど

うか、その問題 もあ ります。これ は統合病院ができたか らど うか とい うこと



ではな く、現実 に我々が持ってい る病院 と言え ども、今その よ うな状況にな

っている。

新 しい病院を建て始 めた時には、そ こで働 くことに対 して20年 先 を考 え

た ら、きっ とあ なた は こ こで働いていて良かったね と言 えることをど うPR

して い くか。多様 な価 値観 と多様 なPR作 戦 を立て な が ら行 っ てい く こ とが

必 要であると思ってお ります ので、その点を十分皆様方 にご理解いただいて、

とにか く看護師の確保 は何が何で もや る。

一方 では
、したたかな戦略を持ってい る。あの病院で働いてい る看護 師 さ

んは、少 し格 が違 うとい うことを言い きれ るよ うな、そのよ うな看護 師作戦

とい うの もある意味で は多 くの有能 な看護 師を集 める一つの戦略 で もしれ

ませんので、その点 もご理解 いただきたい と思ってお ります。以上で ござい

ます。

○議長(立 石 豊子)

次 に、5番 、加 岳井 茂議 員

【「議長 、5番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石 豊子)

5番 、加 岳井 茂議 員

05番(加 岳 井茂)

お は よ うご ざい ます 。 三木 市議 会の加 岳井茂でございます。

さて、北播磨総合 医療セ ンター企業 団議会 に当た りま して、三木 市民の皆

さまか ら寄せ られま した意見 を代弁いた しま して、質疑、一般質問に入 らせ

ていただきます。

1月20日 に 当病 院の起 工 式 が行 われ 本体 工事 にも着手 され、い よい よ平

成25年10.月 のオー プ ンを待 つ よ うにな って お ります。この ことに関 し、

少 し振 り返 ります と、平成19年5月 に神 戸 大学 か ら医師不足 の原 因 によ り、

理想のマグネ ッ トホス ピタル とい うコンセプ トを基に した診療機能を備 えた、

全 国に例 を見ない北播磨の中核病院構想が提案 され、翌年の11月 に三木 、

小 野 両 市 の市 民病 院 を統合す ることが合意 されま した。

しか し、新病院の建設場所が小野市 にございますので、三木市民の間では

新病院への期待 と受診、通院の不安 、また建設費用等について も多 くの貴重

な意見が寄せ られてお ります。さらに、病院建設にお ける経費等についても、

ち ょっ とした工夫 とアイデアで最小の経費で最大 の効果 を創 り出す ことも可

能 であ り、こ うしたコス ト意識 を高めてい くことが最 も大切であるとの意見、

要望 を込めま して、次の質疑、一般質 問をさせていただきたい と思います。

一つ 目といた しま して、奨学金貸与条例 についてお尋ねいた します。



市民に信頼 され る病 院運営には、医師、看護師、病 院職員等スタッフの確

保 に加 え、医療の質の向上は欠かす ことはできません。その一つ として、看

護 師の安定的な確保 と優秀 な人材確保 について、具体的な実行策 としての北

播磨総合 医療セ ンター企業団奨学金貸与条例 が提案 され ました。

そこで、次の2点 につ い てお 尋 ねい た します。

条例 中、看護 大学等又 は看護大学系大学院の看護師募集の範囲、いわゆる

県外、県 内についてどのよ うになっているのかご説明 くだ さい。

2点 目は、北播 磨 総合 医療セ ンター・一一企業団に、正規 の常勤職員である看護

師等 として勤務す ることの意思確認 の方法等について、 どのよ うにされてい

るのか ご説明 くだ さい。

二つ 目としま して、用地 関連 についてお尋ねいた します。

北播磨総合 医療セ ンター建設の候補地 として、小野市に決定 した理 由の一

つ として、小野市の所有地約10ヘ クタール を使 うこ とで病 院建 設 の コス ト

が下が り、また広大な土地で将来的に有効活用が図 られ るため となってお り

ます。

その土地については、平成24年2月2日 に提 示 され ま した統 合病 院 の収

支計画案 では、建設事業費200億 円の事 業 内訳 の うち、用 地購 入費、用地

造成費、用地関連費 と して14億 円 が計 上 され て います が 、現 時点では、ま

だ確定 されていない よ うに記載 され ています。

しか し、病院の起工式が行 われ、本体工事 にも着手 されてい る現在、土地

購入費、造成工事、その他事務経費等に要 した用地 関連費の概算が確定 して

いるのではないか と思われますので、その概算経費についてご説明 くだ さい。

三つ 目としま して、駐車場 のアーケー ド設置 についてお尋ねいた します。

市民の皆様が統合病 院へ行 く手段 の一つ として、 自動車を利用 され る方 の

ために、駐 車場は1,250台 が駐 車 でき る よ うにな ってお ります。しか し、

雨天等の悪天候 時に家族等に送迎 して もらえる患者 さんは、正面玄関で乗降

車できますが、患者 さん 自ら運転 しなければな らない状況下では、駐車場所

か ら正面 玄関までの間に雨天等の悪天候 にさらされ ることは、患者 自身の健

康 にも悪影響 を与 えるもの と考 えられます。

そこで、雨天等 の悪天候 時に安 心 して、駐車場 か ら病院正面玄関まで行 け

るように、通路にアーケー ドを設置す ることができないのかご説明 くだ さい。

四つ 目としま して、診察の待 ち時間等 の表示についてお尋ねいた します。

受診 時の待 ち時間は、いつ まで待た され るのか、先 の見えない不安 と患者

自身の病気等 による我慢の限界がございます。 この問題 は古 くて新 しい問題

であ り、新病院ではこ うした不安 を患者 さんに与えないために、診察までの



待 ち時間を 目視できる方法 として、診察室 の前や玄関ロビーで受診番号 の表

示 ができないか、 この ことについてご説 明 くだ さい。

最後に五つ 目としま して、通院時の交通 アクセスについてお尋ねいた しま

す。市民の皆様が統合病院へ行 く手段 として、 自家用車以外 に電車、バス等

の公共交通 を利用 した通院方法が ございます。

通院方法 にっいては、三木市 ・小野市統合病院建設協議会 の 「協議会 だよ

り」の3号 に、統合 病 院へ よ り便利 で、 より早 くと題 して、公共交通機 関を

利用 した場合の最寄駅は、神戸電鉄市場駅 とな り、市場駅か ら統合病 院まで

のシャ トルバスを運行す る交通手段 を検討 します と記載 されてお ります。

しか し、先 日の議員総会 において、企業長は樫 山駅か らシャ トルバスを運

行す ると説明 されま したが、なぜ市場駅 か らシャ トルバ スの運行 ができない

のかにつ いて、ご説明 していただきたい と思います。

以上で、私の質問を終 わ らせていただきます。2回 目以 降再 質 問 を させ て

い ただ き たい と思います。 よろ しくお願いいた します。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、西 本事務 局 長。

○事 務 局長(西 本則 彦)

そ れ で は、加 岳井議 員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、奨学金貸与条例 についての うち、看護大学等又 は看護系大学院 の範

囲についてのご質問にお答 えをいた します。

看護大学等の対象範 囲につきま しては、統合病 院に勤務す る意思のある方

であれ ば、県内、県外 を問わず、看護大学、看護専 門学校、看護系大学院の

すべてを対象 としてお ります。

ただ し、播磨看護 専門学校 につきま しては、三木市及び小野市から、その

運営に関 して負担金 を支 出 してお ります ので、二重負担 を避 けるため、対象

外 としてお ります。

続きま して、看護 師 として勤務す ることの意思確認 の方法 についてのご質

問にお答 えをいた します。

看護大学等 を卒業後 、企業 団に勤務す ることの意思の確認方法につ きま し

て は、奨学金 の申請時に、統合病院 に勤務 すること、並びに勤務 しない場合

は奨学金 を返還す る旨の誓約書 をご本人か ら提 出 していただ くこととしてお

ります。

また、 これ に加 えて奨学金 の返還 に関 しま しては、連帯保証人2人 を立て

て い た だ くこ とも条件 と してお ります。



次 に、用地購入費 の概算額 についてのご質 問にお答 えをいた します。

建設地 の造成 に伴 う周辺地域 の水路整備やため池の凌深 な どの工事 は、現

時点で、まだ完了いた してお りませ んので、あ くまで も概算額 とい うことで、

ご報告を させていただきます。

平成23年1月1日 現在 の造成 工事 前 の 土地鑑 定結果では、素地単価は1

平方 メー トル 当た り3,700円 で 、 これ を用 地面積 の9万 平方 メー トル で

換 算 い た します と、3億3,300万 円 とな ります。 また、 造成 工事 費、周

辺整備 工事費 の合算で約8億100万 円、小 野 市土 地 開発公社 が造成 工事等

を実施 してお りますので、その事務費 が約9,600万 円、 さらに都 市 基盤

整 備 費 と して上下水道等の負担金が約1億6,600万 円 とな り、 これ らを

積 み上 げ ます と、約13億9,600万 円 とな ります 。

次 に、平成24年1.月1日 現在 の造 成 工事 後 の土 地鑑 定結果 では、単価 は

1平 方 メー トル 当た り16,300円 で、9万 平方 メー トル で換 算 いた しま

す と14億6,700万 円 とな ります 。 な お、 この額 につきま しては、造成

工事や上下水道等の都市基盤整備 を含 めた評価 となってお ります。

以上のこ とか ら、用地価格 としま しては、積上価格 では約14億 円、鑑 定

価 格 で は約14億7,000万 円 とな り、約7,000万 円の差 が 出て お り

ます が 、企 業団 といた しま しては、積上価格 を取得価格 とす る方針で ござい

ます。

次 に、駐車場のアーケー ドの設置についての ご質問にお答えをいた します。

正面玄関がある病 院本館 の南側 には、幅約6メ ー トル 、長 さ約140メ ー

トル の長 い庇 を設 けてお りま して、雨天な どの悪天候 にも対応 できる設備 と

してお ります。

また、お尋ねの駐車場については、本館 を囲むよ うに約1,200台 の駐

車 スペー スを確 保 してお ります。 この うち、患者 さんが利用 され るのは、主

に病院本館 の南側駐車場 を想定 してお ります。

この南側駐車場のほぼ中央部分 に、本館へ 向かって南北にアs-一一・・ケ ー ドを1

本 通 し、玄 関前 の長 い庇 に通 じるよ うアーケー ドの設置を予定 してお ります。

ご家族 の方 などが患者 さんを送 って こられた場合は、玄関前で患者 さんを

降ろ していただいて、長い庇 をご利用いただき、ご自分で車 を運転 されて来

院 される方には、駐車場のアーケー ドの近 くに駐車いただいて、これ を利用

して玄関前まで行 っていただ く想定で ございます。

次 に、診察の待 ち時間等 の表示 についてのご質問にお答えいた します。

議員 ご指摘の とお り、待 ち時間の短縮、あるいは待 ち時間のイ ライラ感 を

和 らげることは、病 院運営に とって非常に重要な課題で ある と認識 してお り



ます。

統合病院の外来診察室は、関連 の深 い診療科の塊 をブロック単位 に分 けま

して、8ブ ロ ックで構 成 してお ります。

そ の 日の診察状況につ きま しては、ブロックごとに診察室番号や受診番号

を電光掲示板でお知 らせす る予定でございます。診察が近づきます と、ブ ロ

ックの内側へ誘導す る診察番号の掲示やス タッフが声かけす るな ど、いわゆ

る中待 ちに入 っていただ くことにな ります。

中待 ちでは、一つの診察室 につき、2人 な い し3人 程 度 の患者 さんが待 っ

て お られ る想定であ り、現時点では診察室か らスタッフの声か けで、診察室

に入 っていただ く予定 でございます。

このほか、患者 さんがよく利用 され る食 堂にも受診番号を表示す る掲示板

を設置 し、診察室の近 くに居 なくても、診察 の順番が分かるよ うにす る予定

で ございます。 また、病院内を移動 され る方 につきま しては、 ご本人 の希望

が あれ ば、ポケ ッ トベルでの呼び出 しも検討 を してお ります。

なお、玄関ロビーに掲示 はないのか とい うお尋ねで ございますが、会計番

号表示や診療科案内な ど、多種多様の掲示や案内表示 を予定 してお りますの

で、 これ に加 えて受診番号 を掲示す ることにな ります と、返って混乱が予想

され ますので、現時点では玄関 ロビーへの掲示は予定 をいた してお りません。

次 に、通院時の交通 アクセスについてのご質問にお答 えをいた します。

神戸電鉄 か ら統合病院へ のアクセスは、樫 山駅 を最寄駅 として考えてお り

ます。

神戸電鉄 の駅 の中で、統合病院 と最 も近い距離 にあるのは市場駅でござい

ます が、市場駅 の周辺 は、 旧国道175号 線 沿 い にバ ス の回転 地 を確保 す る

た めのスペースがな く、確保す るとすれば、線路 を渡 った東側 にある農地 を

確保す ることにな ります。 これは、利用者 が線路 を渡 らなけれ ばならない こ

と、用地取得の交渉 あるいは経費、回転地の整備 などを勘案いた します と、

非常に厳 しい状況で ございます。

一方
、樫 山駅 は、すでにバスの回転地が整備 されてお り、通 常の路線バス

に対応が可能でございます。このほか、統合病院までの時間を見 てみます と、

市場駅 と比べま しても時間に して1分 ない し2分 の違 い では な か ろ うか と考

えてお ります。先に述べた市場駅の状況 を踏 まえ、神戸電鉄の最寄駅は樫 山

駅 とした ものでございます。

以上で、加岳井議員の ご質問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)



はい、藪本副企業長。

○副企業長(藪 本 吉秀)

先 ほ どの事 務局長 の答 弁 に少 し補完 させ ていただきたい と存 じます。

まず、奨学金の問題で播磨看護学校 に対 して二重負担 を避 けるために、こ

の度対象か ら除外 した と説明 させ ていただきま した。それに加 えま して、本

質的な観 点か らも、播磨看護専 門学校 には小野市、三木市 も播磨看護専門学

校の一部事務組合の構成団体 として加入 してお ります。一部事務組合 に対 し

ま しては、例 えば三木市 におきま しては、いわゆる奨学金の業務 が重複す る

ことができない とい う観点か ら、三木市民病院の奨学金 については条例改正

を させていただき、播磨看護 専門学校 は除 くとい う規定を設 けさせていただ

いた ところで ございます。

それ と同じよ うに企業団につきま しては、小野 と三木 とで新たな一部事務

組合 を構成 しておるわけで ございますので、そ うい う意味か らも地方 自治法

の観点か ら、重複 して播磨看護専門学校 には支給す ることができない。 こう

い うことになってお りますので、ただ単に負担金が重なるか ら、負担金 を出

してい るか らとい うこと、それだけが理 由ではございませ ん。重ねて補完 さ

せていただきたい と存 じます。

合 わせ て、冒頭に加岳井議員か らもあ りま したが、当初場所 の選定に当た

りま して、小野 と三木の場合 は、小野の方 が安価であるとい うこ と、 これが

一つ の大きな理 由として計上 させ ていただ き
、市民の皆様方 にもご説明 させ

ていただいた ところでござい ます。

当初、三木市 として候補地に挙げてお りま した 「道の駅みき」周辺 での用

地につ きま しては、先 ほ ど事務局長が説明いた しま した、いわゆる積上 げ方

式、素地価格や造成工事費、あるいは周辺 に河川 が流れてお りますので河川

改修等々 を入れます と、想定 でございますが総額で約23億 円 に な ります 。

した がい ま して、 この度 の企業団の積上げ方式の14億 に比 べ ま して 、小

野 市 で建 設 した方が三木市 で建設す るよ りも9億 円近 く安 価 で建 設 が で き

た。そ うい う意味か らもコス ト意識感覚 を持 ちなが ら、この度 の建設 に企業

団 としても適進 してい るところでございます。

以上、補完 とさせ ていただ きたい と思います。

【「議長、5番 」の声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

5番 、加 岳井 茂議員

05番(加 岳井 茂)

先 ほ どの答 弁 につ きま して、再 度質 問 させていただきます。



貸与条例 につきま しては、呼びかけは県内 ・県外 を問わず全 国にされ ると

い うこ とで よく理解 しま した。

次に、貸与の申請及び決定は第4条 に書 かれ てい るの です が、4条2項 に、

企 業長 は貸 与 申請 書類 を審 査 し、必要に応 じて試験選考 を実施 の上、 とい う

ようになっています。 これ は申請 があった ら奨学金 を出す とい うことではな

く、テス トの結果 とい うことです か。その当た りをも う少 しお聞き したい。

それ と、企業団の採用試 験 と看護 師の免許取得 について、第11条 で は看 護

大 学等 を卒業 後 と書 かれ てい るが、学生 さんは免許取得 をいっの時点でされ

るのか、その時系列的なものを教 えていただきたい と思います。

次に、2番 目の 問題 で ご ざい ます が、用 地取得費 の説 明が先程 ございま し

た。素地価格 として平米 当た り3,700円 となってお ります が、 この3,

700円 が適 正 な のか、 い わ ゆ る市 場価 格 なのか、周辺か ら割 り出されたの

か、 この金額が高いのか、安いのか、適切 なのか、その当た りを具体 的に分

か りやす くお知 らせいただきたい と思います。

三つ 目の駐車場 のアーケー ドで ございますが、先 ほどの説明では、正面玄

関に平行 に140メ ー トル 、本館 南 側駐 車 場 に南 北 に1本 つ けてお られ る と

い うこ とで ご ざいますが、駐車場 の図面を見 させていただくと、やは り相当

広い面積 なので、自動車で通院 され る方が健常者 とは限 りませ ん し、高齢者 、

身障者 、体調不良の方、松葉杖 を使用 されている方 など、いろんな方 がある

と思 うのです。駐車場所 によっては雨に濡れる とい うことがあ ります ので、

1本 と言 わず も う1本 ぐ らい 間隔 を狭 め てつ けて い ただけないか、 も う一度

お伺 い したい と思います。

四つ 目の診察の待 ち時間については、食堂に も、場合 によってはポケ ッ ト

ベル とか、スタッフが声掛 け して中待 ちへ誘導 し、診察前にも表示 され ると

い うことで、大まかに患者 さんのイ ライラが解消 され るのではないか と思い

ますが、玄関ロビーでい ろんな形 で待たれ る方 がございます。そのために、

玄関ロビーで間違 わない よ うな方法 で何 らかの検討 をお願い したい と思って

お ります。

先ほ ど、樫 山駅 の話 がございま したが、市場駅 と1～2分 の違 い とい うこ

とで ご ざい ます が、私 は樫 山駅の現地視察 を して参 りま した。交通の流れに

よって、1～2分 じゃ な くして平均5分 の違 い があ る と思 い ます 。 電 車で1

～2分 とい うこ とで ご ざい ます。 樫 山駅を見てきま した ところ、階段 が16

段 ご ざい ます 。 障害者 の方 や 車 いす の方が利用 されるのにスロープが横 にご

ざいます が、S字 型 に な った ス ロー プで 、若干 勾配 があ ります。一人 では、

たぶん無理だ と思います。それ とロー タ リーになっているよ うで ございます



が、シャ トルバ スは何人乗 りを想 定 されてい るのか、 「らん らんバス」程度で

あれば大丈夫です けれ ども、何人か残 った場合は どうされるのか、2台 で運

行 され るの か、 その よ うな ことの説 明がなかったので していただきたい と思

い ます。

それ に合 わせ ま して、市場駅 も見て参 りま した。市場駅は回転用地がない

とのことで したが、引き込み線が2本 あ り、 その利 用頻 度 を どの よ うに調べ

てお られ るのか。その調査 も独 自で させていただきま した。車両の搬入、搬

出については、新車両のみ搬入す るのに使 うのであって、1年 間そ の よ うな

利 用 は ほ とん どない とい うことです。車両の修繕に関 しま して、引き込み線

か ら入れ るとい うこともあ りますが、その時は終電車が終わった後、始発 が

走 るまでの間、その間の利用 とい うことです。線 路 とアスファル トの敷地面

は同一で、線路 を利用 しない時にバ スが通れば回転地は十分可能であ り、安

全面か ら言 えば市場駅の方が安全で、樫 山駅 より広いスペースがあ ります。

その当た りを、も う一度精査 していただきたい と思ってお ります。

以上の件で、2回 目の質 問 で よ ろ しくお願 い します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、西 本事 務局 長。

○ 事務 局長(西 本 則彦)

それ で は、2回 目の質 問 にお答 え させ てい ただきます。

私 の方 か らは、奨学金貸与条例 につきま して、お答 えをさせ ていただきま

す。

まず、奨学金貸与者 の決定方法の中で、 申請書類の審査 と試験選考 とい う

ことで ございますが、書類審査 に加 えて面接試験 を予定 してお ります。や は

り貸与す るか らには、優秀 な人材 を確保 したい とい うことがございます ので、

そのよ うな方法 を考 えてお ります。

2点 目に、免 許取 得時期 と採 用 時期の関係 のお尋ねでございます が、採用

試験 につ きま しては、例 えば、4年 生大 学 です と4年 生 の時 に採用 試 験 を実

施 い た しま して、その次の年の4月 に採 用 とい うのが一般 的 で ご ざい ます。

看護師免許につ きま しては、4年 生 の冬 に試 験 が あっ て卒業す る3月 に試 験

の結果 発 表 が ご ざい ます。 したがいま して、採用す る4月1日 時 点 で は資 格

免 許 の試 験結 果 が 出てお りますので、それを見て採用する形 にな ります。

奨学金貸与条例 につきま しては、以上で ございます。

【「議長 、5番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)



はい、蓬莱企業長。

○企業長(蓬 莱務)

用 地取 得 の件 で ご ざい ます が 、議員か ら平米当た り3,700円 とい う、

い わ ゆる鑑 定価 格 が高い のか、安 いのか、 どう評価すればよい のか とい うこ

とだ と思 うのですが。

再々、私の方か ら説 明申 し上 げてお ります よ うに、土地の取得、重要な資

産 の譲渡 もしくは取得 に対 しては、いわゆる交渉事ではなくて、つ ま り得や

損 ではな くて、第三者機 関の鑑 定に よってその評価 をする。 これは三木 もそ

うだ と思いますが、小野市の場合 は終始一貫 して鑑定価格に準 じて土地の取

得 をする。

ともすれば、土地 を安 く買った ところで、市は得 を したとか、鑑定価格が

高かったので交渉 して抑 える、その ようなこ とは基本的にや らない のが望ま

しい。公共 に関す る税 を執行 してい る以上は、基本的には鑑定価格 に準ず る。

免許 を持 った実績 のある第三者機 関の鑑定、場合に よっては鑑定を複数入れ

ることもございます。

いかに客観性 を帯びた形 での、土地の取得に対す る鑑定であるか とい うこ

とを念頭 に判断を してお ります。 この点 ご理解いただきたい。

結果 として、平米3,700円 に な り、い わ ゆ る積 上 げ方 式 の結果 と、鑑

定価格等か ら計算 され たものを適正 に同 じ条件で比較 した場合、結果 として

はそんなに違 ったものではな く、ある意 味では精査 され た状況である とい う

ことであ ります。

加 えて、先 ほど副企業長 か らお答 えがあったよ うに、全体 としての土地取

得価格 とい うのは、9億 円安 く取 得 で き た とい うこ とで経費節減 にっながっ

た。 このよ うにご理解いただきたい と思います。

次に、アーケー ドの件 についてでございますが、議員総会で少 し説 明 させ

ていただ きま したが、おっ しゃるよ うにい ろんな体のご不 自由な方がお られ

ます。また、天候 の状況によっても、可能な限 り患者 にや さしい動線 を構築

す るとい うことは望ま しいこ とだ とい うこ とで、決 して反論 を申し上げてい

るのではございませ ん。

とは言 うものの、や は り新病 院の経営 とい うのは、 これか ら大変厳 しい環

境である とい う中で、私はよ く言 うのですが、患者満 足度志 向、いわゆるC

S志 向 と しての顧 客満 足度 志 向を徹底す るとい うことは大事であ ります。

一方では
、これか らの20年 先 、少 子 高齢 化 の 中で病 院 の厳 しさとい うの

は、想像以上にい ろんな意味で競争の原理になって くることを踏まえます と、

市民で協力 できるところ、患者 でやれる とい うところは、新 しい時代 に向か



って協力 していただきたい。

そのよ うな意味か らす ると、通常考 えれば雨が降る 日、あるい は風雨 の 日

な らば、正面の140メ ー トル あ る庇 に可 能 な限 り車 を止めていただ くこと

が現実 に生 じるのではないか と思います。6メ ー トル か ける140メ ・一一・・トル

の非 常 に長 い庇 が できるのですが、それで も車 を止 める時は、必ず正面 に止

め る。逆 に、住民 ・市民か ら見 ると、 こんな無駄な140メ ー トル もあ る よ

うな止 め る ところが必要だったのか とい うことを、私は逆に心配す るような

ことで ございます。

もし自分が どなたかの患者 を送って来る、あるいは自分が患者 で来 られた

ことを想定 します と、や は り正面まで送 っていただいて患者 を降ろ し、それ

か ら車を移動 させ て健常 な方 が駐車場か ら入って患者 さんに付 き添われ る。

そ うい うことを想定 します と、1本 正 面 に あ る とい うこ とで対 応 できるので

はないか。逆に沢山あると全 く使 われてい ない。 しか も年中雨が降ってい る

わけではあ りませ んので、 こんな無駄な ものを作って と逆指摘 を受けるので

はないか とい う懸念 も一方ではございます。ですので、 どの辺 りが限度か と

い うことを少 し考えて行 きたい と思います。

前 にも申 し上げま した よ うに、決 して否定 してい るのでなくて、状況 を見

なが ら判断 をす るべ きであろ うと、 このよ うにご理解 を賜 りたい と思 ってお

ります。

それか ら、最寄駅の件で ございますが、小野市は、当初は市場駅に最寄駅

として ロータ リーを構築 して行 うと考えてお りま した。そ して、神戸電鉄 と

先程 ご指摘のあ りま した、めったにない、回数が少 ない とい うことも指摘 し、

い ろいろ話をいた しま した。 当初、有馬の方へ引き込み線が移 る とい う情報

が あったので、それな らば当該地 を小野市 としては取得 しよ うとい う方法 も

あったのですが、踏切 を渡 って とい うことは現実的にできませ ん。 引き込み

線の当た りは、以前か らあま り綺麗 な状態ではないので、景観上か らも、何

としてもあそこをロータ リー として行 いたかったのですが、神戸電鉄 は売却

で きない とい うことで したので、結果 的にはあの場所 は使 えない となった こ

とが一っの大 きな要因です。

東側 に作 っては どうか とい うこ とですが、事務局長 がお答え した とお りで

ございます。回転が しに くい とい うことで ございます。 もう一つは、そ こを

拠点に してお客 さんを運ぶ とい うことも大事です が、電車の待 ち時間を含 め

た待 ち場所 として も大事 です。

できた ら樫山駅 と市場駅の両方 をしたい とい う思いは持 ってお ります が、

市場駅は、現時点では神戸電鉄 の協力が得 られません し、また費用 の面か ら



見て も非常に大き くなるとい うこと、それか ら、待合場所の構築 も必要であ

ります。その点、樫 山駅には 「ち ょっとか しやま」が定着 してお り、市民の

方々がコ ミュニテ ィの場を再生 していただいてお ります。い ろんなお年寄 り

の方が来 られて、お茶 を飲んだ り食事を した りされてお り、温かなムー ドで

樫 山駅 はお迎 えす ることがで き、また コミュニティバスで運ぶ ことができま

す。

要す るに、5分 の待 ち時間 、10分 の待 ち時 間、 これ を価値 と見 るのか見

ないのか。住民 としての新たな意識 として、その よ うなことに協力 していか

な けれ ばな らない時代が来てい るとい うことと、それを権利 として、それを

サー ビスに提供 しな さい とす るのか、どちらに私た ちは新 しい価値 があって、

評価 を してい くか とい う時期だ と思 ってお ります。

その点は、多様な価値観があ り、多様 な考え方が あろ うか と思いますが、

まず コミュニティバスを樫 山駅でご利用いただけるよ うにして、そ して、そ

の 中でいろいろ ご意見 をお聞 きしなが ら、新 たなニーズに答 えるよ うな対応

を してい くべきだ ろ うと判断 をしてい るところで ございます。 ご理解賜 りた

い と思います。

そ して、表示の件 でございますが、病院に よって は、例えば、がんセ ンタ

ーで した ら、 「ただ今の診察は、何 時か ら何時の時間帯 を行っています。」 と

い う表示の仕方 を しています。小野市民病院では、 「何時台の予約 の方 の診察

を行 っています。」 とい う表示 を してい る場合 もあ ります。

それで も、現実は30分 か ら40分 遅 れ る。 なぜ か と言 います と、 医師が

いわゆるアカンタビリティー、説明責任 において、丁寧 に患者 の方に説明い

た します と、結果 的には診察時間が予定 どお り行かない とい う要素が大きい。

そ うか と言って、短 くす る と非常 に不親切 とい うことにな ります。それ と外

科 な どは緊急の救急車での搬送件数 が多いため、搬送があれば診察が遅れ る

場合があ ります。

したがって、いろいろ調べたのですが、一つは 「何時台の時間帯の診 察中

です。」、二つ 目は 「何番 の方 の診 察中です。」、三つ 目は 「何時か ら何時の間

の診察 中です。」、 このよ うな3種 類 ぐ らい あ る と思 い ます。 いずれに して も

パー フェク トはございません。人 とい うのは、その時間に診察 がされ な くて

も、いまこの時間帯が診察 されてい るとい うことを知るか知 らないかによっ

て、心理的に負担が少な くなる。

む しろ、 どの時間帯に どうなるか、個別 に番号が整理 された ら、可能な限

りそれに努力す るけれ ども、まず医師の診察の時間 を優先す る。次に、待つ

努力 と待つ意識改革が患者 にも必要 である。そのよ うな時代であるとい うこ



とを、 ご理解いただきたい。

患者意識の変革 も一方 では不可欠で あって、待つ とい うことについて、軽

度の方、重度の方、い ろんな思いがあると思いますが、 どのよ うに して、そ

の人 たちに寄 り添ってい くか とい う理念 と姿勢であ ります。

表示方法 については、 どれをもって完壁 だ とい うことはない と思います。

なぜ か とい うと、診察時間が不確 定だか らです。その点、ご理解いただきた

い と思います。

それ と、現在、小野市では コミュニテ ィバスの 「らん らんバス」 を3台 で

144か 所 の停 留所 で運行 してい ます 。 この度、4台 目を取得 い た します。

私 は4台 を5台 にす るか も知れ ませ ん。 なぜ か と言います と、三木 との相互

乗入れや病院 を主体 とした、 もっとフ レキシブル な対応 をして行 きたい。頭

でい ろい ろ考 えていても、現実 にどの ような動きになるのかによって、皆様

の ご意見 もいただいてコミュニテ ィバス をもっと効果的にフレキシブル に対

応 して行 きたい と思ってお ります。今 の段 階で、確定 しない とい うことをご

理解 いただきたい。

定員 は1台 、20人 か ら30人 です 。神 戸 電鉄利 用者 は、予想 ですが多 く

とも1便10名 以 内 、 ほ とん どの方 が車 で来 られ ると思います。シャ トルバ

スの利用は期待 できない。今のお年寄 りの人達 と、 これか ら10年 先 のお年

寄 りは全 く違 う。全 員 が車社会 の中で育ってきた人であ り、男女 ともほ とん

どの方が免許 を取っています。元気 な コミュニテ ィが形成 されていることか

らします と、シャ トルバスが満杯にな り、ま して2台 走 らせ ない と間に合 わ

ない とい うほ ど患者 に来ていただ き、樫 山駅か らシャ トルバスに乗 っていた

だ けるのであれ ば大変 うれ しいことであ りますが、まずそれはない と思いま

す。

しか し、 これ はその段階で判断すれ ばよい と思います。 コミュニテ ィバス

も三木市 と連i携を取 り合 って 、利 用者 が増 え2台 走 ら さない とい け ない状 況

に現実 に直面 した場合 は、対応 しな くてはな らない と思います。

○議長(立 石 豊 子)

5番 、加 岳井 茂議 員

05番(加 岳井 茂)

い ろい ろ説 明 あ りが と うご ざい ま した。3回 目の質 問 を させ て い ただ きま

す。

用地 関連 に関しま しては、鑑定価格 と市場価格 があ りますので、市場価格

を参考 に してほしい と申 し上げたので ございます。

それ とアーケー ドの件でございますが、蓬莱企業長 も90%が 自動 車 とい



う話 もございま したので、そ の中で、先 ほど私が言いま したよ うに障害者 の

方、体調の悪い方、高齢者 もお られますので、遠方の雨の当たる ところに行

かれない よ うに、アーケー ドの近 くに障害者マークでな くして も、優先的に

使 用できる特別 な駐車区域 のよ うなものを検討 していただきたい。

それ と先ほ ど、企 業長は 「らん らんバス」 とい うことでございま したが、

三木 の緑が丘、 自由が丘は車 よ りも電車で行 きたい とい う人が多い。健常者

の方 ばか りではな く、足の不 自由な方 もお られ る。樫 山駅 を見た感 じでは、

ス ロープ と階段 を見れ ば足の不 自由な方は非常に困られ ると思います。その

点、市場駅 はほぼフラ ッ トになってお り、弱者 にや さしい場所 になってお り

ます。 も う一度、神戸電鉄の活性化 も含め、市場駅の交渉 をしていただきた

い と思います。

待合場所の ことも言われま したが、診察では待 って もいいけれ ど、駅での

待 ち時間、その時間で診察が遅れ る。 これ は考 え られ ない別 の感情が起 こっ

て くると思います。駅で待たせ ることはいかがなものか と考えてお りますの

で、その点回答 をお願 いいた します。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、蓬莱 企 業長 。

○企 業長(蓬 莱 務)

最初 の鑑定 価格 に市場価 格 を反 映 させ てほしい とい うことです が、鑑定価

格その ものが市場価格等 を反映 された上 において、専門家によって鑑定 され

た価格 です。行政や一般業者の関与できない形で鑑定 されている。その客観

性 が重要視 され るとい うことであ ります。近辺の固定資産の状況 とか、市場

の土地売買の状況、仮 に売却 した らどうなるか、鑑定価格は、すべての要素

を多様 な項 目に よって設定 されています。当然、議員 がおっ しゃるよ うなこ

とも加味 された上での鑑定価格 であ ります。ご理解 いただきたい と思います。

それか ら市場駅の件で ございますが、市場駅は諦めた とい うこ とを言 って

い るのではないので、その点は ご理解いただきたい と思います。いろんな弊

害 があるか ら、協力 が得 られない。例 えば、費用 の面 もあ ります し、 あの土

地 を神 戸電鉄か ら譲 って もらうとな ると、引き込み線 を どこかへ移動 させ な

くてはな らない問題 がある。 その点が一番 のポイ ン トです。我々だけで した

ら、市場駅に もコ ミュニテ ィを作 りたい。相手があるこ とですか ら、粘 り強

く議員 ご指摘 のことは交渉 したい と思います。

アーケー ドの件 につ きま しては、障害者 の指定 され た場所は設計 の中に入

ってお ります。所定 の場所に、障害者 専用 の駐車場並びに乗 降場所 を設 けて



お りますので、ご理解 いただきたい と思います。その問題 と障害者に どの よ

うによ りや さしい環境 を作 るか とい うことは、非常に不可欠 なことである と

認識 してお りますが、まずはその状況 を見た上 において、フレキシブル に対

応 してい きたい と考 えてお ります。

庇 は140メ ー トル あ り、体調 のす ぐれ ない方が どこに止 め られ るかは、

自己判断す るしかないわけです。 障害のある方 は、障害者専用の ところに止

め られればよい。新 しい病院には何百 もの方が来 られますが、患者の意識 改

革が不可欠であ り、その ような時代が来てい るとい うことをも う少 し認識 し

ていただ きたい。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、藪 本 副企業 長。

○副企 業 長(藪 本 吉秀)

神 戸 電鉄 のお話 が 出てお ります。三木市 内では、10地 域 を直通 バ ス にっ

い て説 明会 に回 りま した。また、別途アンケー トを取った中で、60歳 代 以

上 の方 々の ほぼ40%が 直通 バ ス 、10%以 上 の方 々が神鉄 に よって統合 病

院へ 行 きたい。直通バスは、現在 、三木市では多 くて1時 間 に1本 を考 えて

お ります。

そ うい う意 味では、神鉄の方が1時 間 に3本 な い し4本 あ るわ けで ござい

ます ので 、 この点は実際にオープン してみない と、その実態 はなかなか見 え

ないものでございます。企業長が 申し上げま した よ うな、今 の高齢者 の方 々

の運転 に対す る感覚 と将来 と変わって くるのかも しれません。

加岳井議員 ご指摘の よ うに、 自由が丘や緑が丘の方々が神戸電鉄が残 ると

い う中で、期待 されてい るところも非常 に多いわけでございますので、今後 、

我 々理事者側 といた しま して も、神戸電鉄 を利用 されている方々に対 しての

きめ細かな対応。先 ほど企業長か ら小野市で運用 されているコ ミュニテ ィバ

スの 「らん らんバス」、これは小野市での運営にな ります。企業団の運営 にな

ります と、シャ トルバスにな ります。そのよ うな双方が相互 に乗 り入れ して

い く中において、神鉄 をご利用 されている患者様 をお運びす る。その ような

きめ細かな対応 に向けて、今後 さらに検討 を進めて参 りたい と考 えてお りま

す。以上です。

○議長(立 石豊 子)

次 に、9番 、堀元 子議員

【「議長 、9番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石=豊子)



9番 、堀 元 子議員

09番(堀 元子)

発 言 の お許 しをい ただ き ま して、市民の皆様 か ら寄せ られたお声 をもとに

三木新党 を代表 いた しま して、四つの項 目について質問 させていただきます。

最初 に、北播磨総合 医療セ ンター一・一企業団規約第12条 にっ いて お尋 ね い た

します 。

両市 の運営費負担割合案 について、資料 をいただきま した。これに よると、

両市の人 口比率並びに交付税額 を考慮 して、小野市 と三木市で4対6に す る

案 とな ってお ります。

これ は、非常に合理的で現実的な案 であると思いま したが、今後 の病 院運

営を考 えるに当た り、ランニングコス トの問題 は非常に重要な問題 です。 ま

た、建設費 につきま しては、小野 と三木で5対5で あ った とい うよ うな こ と

も ご ざいますので、 この運営費割合について、資料には二つの根拠 が述べ ら

れ てお りますが、他 にも加味 された条件があ りま した らお教 えいただきたい

と思います。

次 に、改正案第3項 に 「医療制 度 の改 正 な ど、 医療 をめぐる環境 が著 しく

変化 した場合は、両市 において負担割合について協議で きるもの とす る。」と

ございます。 ここにあ ります 「医療制度の改正な ど」 とは、具体的に どのよ

うな場合が想 定 され るのかお示 しいただきたい と思います。

合 わせま して、先 日の議員総会で も質問 させていただきま したが、今後 、

人 口比の推移 も考 えられます。 あるいは、実際オープン してか らの利用者数

の割合が、今の段階では実際に分か らない状態ですが、実際の患者 さんの来

院数 な ども加 味 され てい るのか どうかお尋ねいた します。

次 に、看護 師数確保 に向けての施策 についてお尋ねいた します。

先 ほ ども同種 の質 問が ございま したので、重複 してい るところは割愛 して

お答 えいただきたい と思います。

今 までのこ答弁の中で、非常に多岐にわたって看護 師確保 に向けて活動 さ

れ てい ることが分か りま した。やは り一番 の近道 は、近 くに住む方 々に看護

師になっていただ く、また現有す る両市民病院の看護師 さんが、出来 るだけ

スムーズに統合病院へ移行 していただ くことが、数 とい う上では確保 に一番

つながるのではないか と思 う次第であ りますが、今 どのよ うな働 きかけを さ

れ てい るので しょうか。

第一 に、現有 の看護師 さんについて、 どれ くらいの数の人 を移行 していた

だきたい とお考 えになってい るのか、獲得 目標数 はあるので しょうか。 あ り

ま した らその数値をお答えいただきたい と思います。



次 に、具体的に動かれている中で、現有の看護 師さんは新 しい病院に対 し

て移 りたい と思 われているのか、少 し不安 に思われているのかな ど、実態の

調査 は行 われてい るので しょうか。行われているのであれば、その結果 につ

いて現段階で公表できる範囲内でお教 えくだ さい。また、今までの働 きかけ

で十分で ない とお考 えの場合は、今後 どのよ うな工夫 を重ねていかれ るのか、

そのお考 えをお示 しいただきたい と思います。

次に、院内保育所 についてです。新 しい病院には、2階 の端 の方 に院 内保

育所 が設 け られ てお ります。院内保育所 とい うのは、皆様 ご存 じのよ うに看

護師 さんの確保 を 目的 として、開設 されてきた経緯があ ります。それ ゆえに

女医 さんのお子 さんは使 えない とい うことも、10年 前 まで は 当た り前 の よ

うにあ った とい うことも調査では見たことがあ ります。

現両市民病院 とも、女医 さん、看護師 さん ともに公平に使 える保育所 があ

る と思 うのです が、保育所が病院内にあるとい うことについて、少 し疑 問に

思 うところがあ ります。

看護 師 さんの確保 のために、設置 されてきた経緯 のある院内保育所であ り

ますが、昔は病室の1室 を借 り、 あ るい は病 院 の施 設 の中に粗悪なプ レハブ

を建 て、そ こに子供 を押 し込 めるよ うな形 で、あま りいい とは言えない劣悪

な環境 に置かれている院内保育所な ども昔は普通にあ りま した。

今 回は、今か ら作 るわけです か ら十分いい ものを作 っていただいて、これ

が医師の確保 にダイ レク トに繋が らないか もしれませんが、看護 師さんある

いは女 医 さんが離職 してい くのを防 ぐ大 きな要因になる。 この部分が充実す

る とマグネ ッ トホス ピタル の文言だけではなく、充実 して くるのではないか

と思います。

そ こで、次 の二つについて質問 させていただきます。

抵抗力 が弱い幼児が、院内保育所の中に入 るわけですが、疫学上 の観点か

ら何 か問題はないので しょうか。また、そのことに対す る対策 はどの よ うに

され るお考えですか。

次に、図面を見た限 りでは、保育所 に大体付いてい る庭や砂場があ りませ

ん。24時 間保 育で あ って も、言 葉 は悪 い ですが閉じ込めの よ うな形 になる

ので しょ うか。実際は閉 じ込 めのよ うな形 になってい る保育所があ ります。

窓のない ようなところもあったそ うですが、窓を付けただけで も大分変った

とい うよ うな話な どもあ りますが、それで もやは り戸外で普通 に遊ぶ よ うな

ことも、幼児期 には必要ではないか と思 ってお りますので、情操教育の点か

らどの よ うな保 育を考 えてお られ るのかについてお示 しくだ さい。

次 に、関西国際大学看護学部図書整備費に関す る大学 と企業 団の負担割合



についてお伺いいた します。

負担割合は、単年度 ごとにそれぞれ2分 の1の 負 担 となっ てお ります が 、

先 日いただいた資料には根拠 が触れ られ てお りませ んで した。何か協定の よ

うな ものがあるので しょ うか。公表 して差 し支 えない範 囲内で、それについ

てお教 えいただきたい と思います。

以上で、第1回 目の質 問 を終 わ ります 。

【「議 長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

は い 、西本 事務 局長 。

○事務 局 長(西 本 則彦)

それ で は 、堀議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、企業団規約第12条 につ い て の負 担割合 の根 拠 につ いての ご質問に

お答 えをいた します。

統合病院につ きま しては、そ もそ も三木市民病院 と小野市民病院の統合 で

あ り、その名称や位置が変 わ りま して も、両市民に とっての市民病院である

とい う役割 に変 わ りはございません。

この考 え方を前提 といた しま して、まず両市の人 口が指標 になると考 えて

お ります。 この ことか ら平成22年 の 国勢 調 査結 果 を見 ます と、三木市が約

8万1千 人 、小 野 市が約5万 人 で、 ほ ぼ6対4の 比 率 となってお ります。

次 に、現両病院の運営費の財源の一部であ ります国か らの交付税額 を見 ま

す と、三木市が約2億3千 万 円、 小野 市 が1億6千 万 円で、 これ もほぼ6対

4の 比 率 となってお ります 。

以 上 の ことか ら、企 業団 として三木市6、 小野 市4の 負担割 合 とす る案 を

提 案 い た しま した。

続 きま して、規約改正案の 中に 「医療制度の改正な ど」 とあるが、その具

体的な内容についての ご質問についてお答 えをいた します。

規約改正案 の うち 「医療制度の改正な ど」 とは、あ くまで も例示 でござい

ます。 その次に記載 してい る 「医療 をめぐる環境が著 しく変化 した場合」が

主た る規定 と考 えてお ります。

「医療 をめ ぐる環境 」が、具体的に どの ような場合 を指すのかにつ きま し

ては、2年 に1回 の診 療 報酬 制度 の改 正や 先 ほ どお答 えいた しま した人 口割

合な ど、統合病 院の運営 に関わ るあ らゆる事項 を含 んだもので ございま して、

運営費 の負担割合 を永久 に固定す るのではなく、必要に応 じて柔軟 に対応 で

きる規定 としてお ります。

なお、運営費の負担割合につきま しては、企業団規約 の改正 に関わ る案件



で ございますので、今後 、両市の市議会でそれぞれ ご審議いただ くこととな

ります。

次に、看護師確保 に向けての施策 についての うち、まず、現有 の看護師に

対する獲得 目標数についてのご質問にお答 えをいた します。

現両病院の医療機能 を維持す るために必要な看護師数 は、三木市民病院2

14人 、 小野 市 民病 院139人 で、合 計353人 としてお ります 。

この数値 を も とに、今後 の離職率を10%と 想 定い た しま して 、平成25

年4月1日 現在 で、三木 市 民病 院193人 、小野 市民病 院125人 、合 計 で

318人 を確保 で きる よ う設 定い た して お ります。

企業団 としま しては、平成25年10月 の開院 時 に必 要 な看護 師数 を35

6人 と設 定 してお り、 この差 、不 足す る38人 につ きま して は、平成25年

4月 以 降 、企 業 団が採 用す る こ と と してお ります。

なお、平成25年4月1日 現 在 で 、両病 院で不 足す る看護師 につ きま して

は、企業団が採用 した職員 を両病院へ派遣 し、両病院の医療機能を維持 しな

が ら統合病院へ移行 できるよ う計画をいた してお ります。

続 きま して、看護 師の意識、実態把握についての ご質問にお答 えをいた し

ます。

現時点では、企業団 として看護師の実態把握調査を行 ってお りませ ん。

先 ほ ど、高坂議員 のご質 問にもお答 えいた しま したけれ ども、勤務条件等

を提示 した上で、本年4月 には 、職 員 の意 向調 査 を行 う予定で ございます。

続 きま して、 どの ように現有 の看護師を確保 してい くのかについての ご質

問にお答 えをいた します。

奨学金制度の創設や学校訪問、就職 フェアへの参加 な ど、新たな看護師の

確保 に向 けての取組 を していきます が、企業団 として単年度 に採用す る職員

数 には、限 りがあるもの と考 えお ります。

このため、必要な看護 師数 の確保 のためには、現両病院の看護 師の移行が

重要 な要件 とな りますので、看護 師確保 プロジェク トチームにおきま して も、

新 たな看護師の確保 に加 えて、統合病院に必要な看護師数について、現両病

院がそれぞれ責任 を持って確保す るように共通理解 を している ところで ござ

います。

また今後 は、先ほ ど申し上げま した意向調査 の結果 を踏まえ、 どうすれば

現両病院の看護師がスムーズに移行 できるのかを検討 してまい りたい と考 え

てお ります。

次 に、院内保育所 について ご質問の内、保育所の設置場所 について、疫学

上の問題 はないのかについてのご質 問にお答 えをいた します。



保育所の設置場所につきましては、統合病院の設計段階から、保育所を病

院本館内に置 くのか、あるいは本館外に置 くのかの議論の結果、現行の本館

内に置 く計画 としてお ります。

統合病院の保育所は、先ほど議員がおっ しゃられてお りましたとお り、2

4時 間保育を想定 してお りますので、特に夜間における児童や保護者、保育

士の安全性をまず確保す る観点から、本館内に置 くことに決定 した経過がご

ざいます。

また、疫学、いわゆる感染症に関 しましては、配置場所を診療や病棟部門

か ら遠ざけ、2階 の管理部門に置 くことで、その危険性を極力避iけるととも

に、保育所へ入る出入 りのルー ト、動線を外部から入るルー トと管理部門の

中を通るルー トの2ル ー トを設けておりま して、主には外部からのルー トの

使用を想定してお りますので、感染等の危険性はさらに低 くなるものと考え

ております。

なお、保育所の本館内の設置につきましては、利用者 される看護師、医師

等の利便性や児童への給食の配膳にも配慮 した結果でございますので、ご理

解いただきますようお願いいたします。

続きま して、保育所の園庭等、情操教育の観点から、そのような設備があ

るのかについてのご質問にお答えをいた します。

現時点の計画では、保育所の遊戯室、保育室の南側に、2階 部分ですので

1階 の屋上がありますので、その屋上を利用 した園庭、いわゆる遊び場を配

置する予定でございます。

また、病院の保育所に入所する児童は、ほぼ3歳 ぐらいまでの比較的低年

齢の児童が多いことから、予定 している園庭で対応できるものと考えており

ますけれ ども、建設地の周辺は自然あふれる環境にありますので、運営面で

工夫することは今後可能かと考えてお ります。

次に、関西国際大学への図書整備費の支援に関する大学と企業団の負担割

合についてのご質問にお答えをいたします。

関西国際大学が設置する医療保健学部看護学科 との連携は、統合病院の運

営に重要な役割を果たすものと考えお ります。

このため、関西国際大学への支援につきましては、大学と三木市、企業団

の三者による協定書の締結をしてお りまして、その第3条 において、看護学

科の運営に関する経費については、企業団が財政的に支援を行 う旨を定めて

お ります。

また、協定書では、協定内容の詳細については、三者が協議 して定めてい

くことになってお りますので、三者協議により負担割合を決定 したものでご



ざいます。

2分 の1の 負 担 の根拠 につ き ま して は、看護学科の開設に伴 う経費につい

て、すでに大学 と三木市がそれ ぞれ2分 の1負 担 としてお ります ので 、企業

団 もその負担割合 を採用 した もので ございます。

以上で、堀議員のご質問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(立 石豊 子)

は い、藪 本 副企 業長 。

○副企 業 長(藪 本吉秀)

先 程 の 堀議員 の負 担 割合 の関係 について、事務局長答弁に補完 を させてい

ただきたい と存 じ上げます。

本来、 この負担割合につ きま しては、後 日開催 され ます両市議会 の本会議

において、 ご議論いただ くことにな るわけでございますが、その経緯等 につ

いて、少 し詳細にお話 させていただきたい と存 じ上げます。

建設 に当た りま しては、先ほ ど答弁 を させていただきま した よ うに、三木

で建 てるよ りも小野で建 てる方 が、まず安価で済む とい うこと。 また、県の

長寿 の郷構想に よる広大な一団のま とまった土地 があるとい うこと。 このよ

うな ことか ら、小野の方 で建設 をさせていただ くことになったわけで ござい

ます。

その当時におきま しても、や は り人 口的に三木 と小野におきま しては、三

木は小野の約1.6倍 の人 口を有 してお ります。 建設 費におきま して も、三

木が6で 小 野 が4と 言 う一部 の声 もあ りま した が、や は り建設場所が小野市

である とい うことか ら、最終的には合理的な観点か ら5対5に 落 ち着 いた経

緯 が ござい ます 。

翻 りま して、今度、 ランニング とい う形 で、 これはイニシャル も大事で ご

ざいますが、堀議員 ご指摘の よ うに、今後、続 いてい くわけで ございますの

で、 これ も非常に重要な観 点、論点になって こようか と思います。

この中で、詳細は事務局長 が説明いた しま したけれ ども、三木市 にとりま

して も6対4の6割 にな りま して も、堀議 員 ご案 内の とお り、三木市民病院

には、現在10億 円の繰 出 しを行 っ てお るわ けで ございます。

先 日の議員総会でもご説明を させ ていただ きま したけれ ども、今後の経営

状況 は予断を許せない状況があるわけで ございますが、改めて よ り厳 しめに

試算 を させていただ く中におきま しても、三木市の負担 とい うものは約8億

5千 万 円を上 限 と して 、だ ん だん減 って行 き、現在 の約 半分の5億 ぐ らい に

落 ち着 い てい く。



一方 、小野市におきま しては、現在、6億5千 万 円の繰 出 しを され てお ら

れ るわけで ございますが、4割 とな っ て も6億5千 万 円 とそれ ほ ど大 き く変

わ らない状況が当分続 き、後年度 には負担額 も現状 よ りも下がってくる。 こ

のよ うな試算 をさせていただいてい るわけでございます。

申 し上 げたいのは、人 口をべ 一スに取 るのが、両市の市民病 院か らす るな

らば、一番合理的なのではないのか。その よ うな中において、 より質 の高い

医療が供給でき、そ して両市、特 に三木市に とりま しても、今 までの大 きな

一般会計か らの負担の軽減 にもつながってい くとい うこ と
。

そ して、 とりもなお さず三木市民にお きま して も、企業長 も再三再 四、市

民の方々 も患者サイ ドか らの意識改革 を とい うことを申 し上げ させ ていただ

いてお るわけで ございますが、三木 市におきま して も、今まで何度 も意見交

換会を行いま した。私 も参加 し、10地 域 で行 い、延 べ40回 タ ウ ン ミーテ

ィ ング を開い てお ります。その中におきま して、現在市民病院 を利用 され て

いない方々 も非常に意識 が高まって お られ る。関心が高まってお られ ること

を痛切 に肌 に感 じてい る次第で ございます。

や は り三木市は、先ほ ども申し上げま した とように、小野市 の1.6倍 の

人 口を擁 して い る 中におい て 、その負担割合がイニシャル と同 じよ うに、5

対5と い うわ け には なか なか 、小 野市民の皆様方の感情 も考えた場合 に、行

かないのではないか。よれ よりも、きちん とした形で我々三木市行政 の方 が、

直通バスであるとか、あるいは公民館か らの遠 隔地予約 システ ムの構築な ど

を行 う中で、またPRも きっ ち りと行 う中 にお きま して 、自分 たちの市民病

院である、そ うい う意識改革 も、市民の皆様方 に行 っていただき、また、我々

もそれに向けて努力 し、結果 はふたを開けてみない とわか らないわけでござ

いますが、 自ず とやは り落ち着 くところは、人 口比に落ち着いてい くのでは

ないのか。また、その よ うに努力 して参 らなければな らない、 このよ うに思

ってお ります。

堀議員 のご質問の中に、利用者数が変 わった場合 に今後 ど うす るのか とい

うご質問もございま した。例 えば、そ うい う意味では、今回の北播磨医療セ

ンターにおきま しては、加東市民、加西市民あるいは西脇市民等々、我 々の

構成 団体以外 の市民の方々 も利用 され るところがあ ります。現在 の両市民病

院 において も、それは否めない ところでございます。そのようなところに負

担 を求めて行 くわけには、病院の使命上 できません。

合 わせて、考え方の中において、努力 を して 自分た ちの市民病院だか らこ

そ、利用 をされてお られ る。利用すればす るほ ど逆に負担が多 くなる。それ

も考 えよ うによっては、いかがなものか。 自分たちの市民病院だか ら利用を



しよ うとす る意識 が高い市民の方 に負担が多 くな る。そ うい う意味では、利

用者数 に応 じて、例 えば、毎年 毎年い くらか としても、何年かに一度、利用

者数でそれを勘案 してい く考 え方 につきま しては、私は、副企業長 として、

また三木市長 としても、そのよ うな考え方 に立 って、 この度提案 させていた

だいてはお りませ ん。

市民の意識改革 も含 め、先ほ ど言った行政 の利便性 も提供 してい く中にお

いて、利 用 していただけれ ば、それは負担割合 にかなった ものであ ると思っ

てお るわけでございます。 したがって、先 ほ ど事務局長か らお答 えいた しま

したが、今後、大きな人 口の動態 の変動がある とか、あるいは医療制度の改

正 によって どのよ うに変わって くるか分か りませ ん。そのよ うなことは想定

いた してお りますが、利用者数 を精査 しての負担割合の変更、その よ うなこ

とは、これか らスター トしてい く中で、利用 しない方が、負担 が少 な くてい

いのではないか とな り、そのことは、かえって経営 にも良い意味では働 かな

い と、このよ うに経営者側 としては判断いた してお りますので、私 どもは現

在 の提案 をさせ ていただいてお ります。

市議会 にお持ち帰 りいただき、ご議論賜 りたい、このよ うに思います。補

足 をさせていただきま した。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石 豊 子)

はい、 蓬莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

副企 業長 か らお答 え させ て い ただいたのですが、私 も6対4が 新 聞に載 っ

た時 に、言 われ たの ですが、6対4と 聞 き ます と6の 方 が負 担 が大 き くな る

とい う、 単純な思いに答える義務 と責務があると思ってお ります。

6対4に なっ た ら、6だ か ら当然 負 担 が大 き くな る と勘違い され てい る。

そ うではな く、6に な って も、 メ リッ トは三 木市 にはあるけれ ど、小野市は

4の 方 だ か らか な りメ リッ トが大 きく出るわけではない。そ こがなかなか通

じにくく、わか りにくい。6対4に な る とか な り小野 市 の負 担 が少 な くて、

三木市 に負担が大 きい と思われてい る。 しか し、実際にメ リッ トを受 けるの

は三木市である。そ こを皆 さんにご理解いただけるように、議員 の皆 さんに

も情報発信 していただきたい思いであ ります。

も う一つ は、場所 についてですが、9億 円ほ ど三木 市 の方 が 地価 が高いの

で、県有地 に建 てた。南北道路が将来、ち ょうど統合病院の ところに着 く。

っま り統合病院は、小野 と三木だけの病院ではない。多 くの北播磨、そ して

東播磨か らも、加古川 か ら約15分 で病 院 に到着 す る とい うこ ともあるので、



そ ういった ことの将来を考えた時に も、あの拠点が県有地 として望ま しい。

新都市 中央線がそのまま工業団地か ら三木へ抜けるこ うい う利便性 があ り、

この道路建設 は小野市が全部す るのです が、三木 との連携 もとれ る。いろん

な観点か らや った とい うことで あって、単純に5対5、 簡単 に6対4と い う

こ とで は なか った とい うこ とだ けは十分 にご理解 いただきたい。6対4だ け

がひ と り歩 き します と、 ど うして もそ うい うことになる。小野市の負担 が少

な くなる。そ うじゃないです よ とい うこともはっきり言 っておきたい。

ただ し、 どち らも負担金は少な くなる。両市がや った結果 として、 これは

大 きな統合の成果だ とこの よ うに思います。 この点を十分ご理解いただきた

い と思います。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

9番 、 堀元 子議 員

09番(堀 元子)

丁寧 な ご答 弁 をい た だ きま して 、あ りが とうございま した。

負担割合の問題 は、 ここに示 されてお ります二つの根拠で十分納得す るの

ではあるのですが、企業長 、副企業長、事務局か らの ご説明があ りま して、

その背景 にあるもの、そ してその考 え方、今後の運営費負担割合 を考えて行

くに当たっての、大きな示唆 を述べていただきま して、本当に丁寧 な ご説明

に感謝 申 し上 げます。

次に、看護師確保に向けての施策 について、再質問 させていただ きます。

今 の説明で獲得 目標数、アンケー トの現状 は承 りま した。今後スムーズな

移行 に向 けて、現有の看護師 さんの確保 を重要視 してお られ るとい うことで

すので、1点 質 問 させ て い ただ き ます。

新 しい病院は非常に レベルが高い とい うことで、躊躇 されている看護 師 さ

ん も少な くない とお聞き してお りますが、その働 きかけについて、例 えば、

これ らの方々は資格を持って既 にプ ロとして経験 を積 んでお られ る方 々です。

そのよ うな経験 をお持 ちの方々に対 して、トレーニ ングを施す とい うよ うな、

必要な技術、学習等、教育 を行 うこ とによって不安 を解消 し、その レベル に

持ってい くよ うな働 きかけのお考 えがあるのかお聞きしたい と思います。

次に、院内保育 についてでございますが、疫学上か らは管理部門に置 くこ

と、ルー トを二つ設 けることな どの配慮に より、その点 についても考慮 され

ているとい うことです。また、情操教育の面か らも、近 くにある自然 を利用

した保 育 も考えていただけることで安心いた しま した。園庭につきま しても、

1階 の屋 上 園庭 の想 像 はつ き難 い のですが、その ようなものも考 えていただ



いていることで、この点につきま しても良かったな と思ってお ります。

そこで、一つ意見があるのですが、私の身内が2人 、 院内保 育 を受 け てお

ります。 その内の1人 の子 供 は、 園児 が1人 病 気 にな る と、途 端 に感 染 して

しま うので、 自分 も病気になる。また、 自分が病気になった時は、他 の園児

に うつ しているのだ と思います。 しょっち ゅう熱 を出 し、病気 を し、 もとも

と元気 な子 ですが病気 ばか りしてお ります。 も う一人 の院内保育を受 けてい

る子は、身体 はもともとそんなに丈夫ではない と思 うのですが、院内保 育で

あ るのにかかわ らず、全然病気 は してお りませ ん。や は り院内保育 と言って

も配慮の仕方 によって、実際 に感染す る率 、あるいは対策 をきっち り取って

いただ くことによって、問題 はク リアーできるのではないか と思います ので、

今後 ともよろ しくお願いいた したい と思います。

最後に、関西国際大学の図書整備費 に関 して、三木市 と小野市の負担割合

について、差 し支 えなけれ ば公表 していただきたい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

はい 、西本 事務 局長 。

○ 事務 局長(西 本則 彦)

まず 、一 点 目の看護 師 の ス キル アップ研修 についてでございます が、既 に

両病院でeラ ー ニ ン グ と申 しま して 、イ ンターネ ッ ト上で共通理解 を深める

研修 をすでに始めてお ります。今後 も、様 々な観点か らスキル アップ研修 に

ついては、検討 してまい りたい と考 えてお ります。

次 に、関西国際大学の運営費につ きま しては、先 ほど大学 と企業団は2分

の1、 そ の2分 の1の うち小 野市 と三木 市 は どれ く らいの負担 か とい うこと

で ございます が、 これは先 ほ どか ら申し上げてお ります、運営費負担割合 の

6対4で 負担 す る こ ととな ります 。 以上で、お答 え とさせていただきます。

○議長(立 石豊 子)

先 程 の2番 目は 、要望 とい うこ とで よか ったのですか。

09番(堀 元子)

はい。

【「議 長 」 の声 あ り】

○議 長(立 石 豊子)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○ 企業 長(蓬 莱務)

何 度 も出てお ります看護 師 の確 保 は非常に重要なことなのですが、将来は

なかなか入れない統合病院、そのよ うな病院になっていけばと思ってお りま



す。今年 の大学 の状況 を見ま して も、法文科系 よりも医療系へ進学す る人が

圧倒 的に多 くなった。いわゆる右肩上が りの経済状況が完全 に変 わって、成

熟の中で少子高齢化 、今 は看護師が足 りない、足 りない と言 っています が、

私は必ず看護師が余 って くる時代が来 ると思 ってお ります。 もちろん看護師

の働 く場所、需要 も増 える と思います。均衡が取れ るとい うこ とも言 えるの

です が。

高度な医療を し、誇 り得 る病院 としての 目指す病院は、なかなか入れ ない

病 院である。その よ うな気構 えを持 ってや っていきたい と思ってお ります。

最初 にも申 し上げま したが、誰で も入れ る病院、誰 でもよいか ら看護 師を確

保す るとい うこ とは、一方では、きちっとした理念 を持った新 しい病 院へ行

きたいな と思 うと同時に、今 いる看護師 さんの方々に必ず頑張ってお られれ

ば誇 り得 る看護 師 として、将来、生 きがいのある、や りがいのある病 院にな

ると、両病院に対 して説得ではな く納得 できるよ うに説 明を しながら残 って

いただいて頑張っていただきたい。

そのためには、今 のよ うな状態 よ りも更 にレベル ア ップを行わなけれ ばな

らない。それで もなお、去って行 きたい方 は、去っていただいて結構 です。

それ くらいの気持 ちを持 っていかない とい けない。 とは言って も頼むか ら残

って くだ さい とい う現状 はあると思います。 しか し、新 しい病院は違 うのだ

とい うこ とを どこかで持 っておかない と、 目先 の3年 や5年 の こ とを言 って

い るので は な く、10年 、20年 先 の こ とを考 えて病 院 を統合 したのですか

ら、その時に どんな看護師が、生 き残 りではな く勝 ち残 っていけるか、これ

を 目指す明快な看護 師像 を出 しても らいたい。

そのよ うな病院だか ら、ぜひあなた方 に来てほしい とい うのを終始一貫や

って行 きたい。 あま りにも看護 師確保 のた めに迎合す るとい うのは、新 しい

病院にふ さわ しくない。 このよ うに思ってお ります ので、十分 ご理解いただ

きたい と思ってお ります。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

9番 、堀 元子 議員

09番(堀 元 子)

た だ今 、統合 病 院 の高い 理念 をお伺い しま して、本当にその とお りだ と思

います。 できま した ら、現有の看護 師 さんに対 してもeラ ー ニ ン グはネ ッ ト

です るの で、 出来 るだけ実地の方で も意欲 あるいは才能 のある方 をフォ ロー

してあげ られ るよ うに、その ような環境 を私たち も努力 して作 って行 きたい

と思います。あ りが とうございま した。



○議長(立 石豊 子)

次 に、10番 、 山本 悟 朗議員

【「議 長 、10番 」 の声 あ り】

O議 長(立 石豊 子)

10番 、 山本悟 朗議 員

010番(山 本 悟朗)

そ れ で は、私 の方 か らは一般 質 問 といた しま して、二項 目質問 させていた

だきます。

一項 目は
、先 日頂戴いた しま した当初収支計画 に関す る内容の変更につい

て、二項 目目は後 ほどご案 内させていただきます。

病院の事業開始 に当た りま して、当初収支計画 として平成21年12月 に

イ ニ シ ャル コス トと して総 額200億 円の予算 を組 んで と りかか った事業で

ございますが、建設設計の契約金額 の段階で約2億 円 の減額 をす るこ とがで

き、 また、建設 工事の入札結果 において も、当初予算 を大幅に下回る減額 と

な りま した結果 、約14億 円 とい うお 金 が建 築 関連 で減 額 の見込み とな りま

した。 これは、関係各位 のご努力の賜物 と思いま して大変喜んでお ります。

イニシャル コス ト、当初 の投資金額 を抑 えることが、長期 にわたっての病

院経営の大切なポイン トであることは、企業長、副企業長が従来繰 り返 しお

っ しゃ られて きたことで、それ がま さしく、 うま く行 っていることは安心す

る限 りで ございます。

さて、 これ らの建築 関連 の費用の減額を受けて、新 しくこの2月 に頂 戴 い

た しま した収支 計画 書 に基づいてご説明いただいたお りに、減額 となった1

4億 円 につ い て、 そ の12億 円分 を 医療機 器の購 入 代金 に充てた とい う旨の

説 明を伺いま した。 当初予算30億 円で あ った 医療機 器 の購 入予 定額 を42

億 円 と したい と。

先 日行 われ ま した企業団議員総会 の場で、企業長か らは 「減額 となった金

額 については、可能 な限 りあえて医療機器 の購入 に回 したい。」旨のお話が ご

ざいま した。 当初計画では三木、小野両市民病院で使 っている機 器を新病院

に持 って行 き、出来 るだけ初期 の投資額 を少 な くして 円滑な運営 を行 ってい

きたい とい う思いを感 じてお ります。

また、医療機器 は 日々めま ぐる しく進化 してい くものですか ら、いつそれ

を購入 し運営を始めるか。新 しい病院ができた後 もどん どん新 しい機器 が出

て くるわけです ので、いつ どのよ うなものに投資す るかは経営にはとって も

大事 なことだ と思います。そのよ うな環境下の中で、開業時に合わせて、い

ま敢 えて医療機器 の購入資金 を優先的に使用 したい とい う思いをもってお ら



れ る。その意図をご説 明願いたい と思います。

第二項 目でございます。

これは実は、平成22年8月 の 当議会 にお き ま して、他 の議員 か ら病院敷

地内でのいわゆる、門前薬局 についての質問がございま した。その際に企業

団か らのご説明 としては、敷地内の土地 の一部 を、院外薬局用地 として2店

舗 分 程度 の売 却 を予 定 してい ること。イニ シャル コス トを抑 えるために用地

はできるだけ高額で販売 したい。 とい う旨の答弁が ございま した。

一方でその際、議員 の側 か らは、 「土地の売却額が高額になれば、地元業者

の参画が非常 に難 しい。」との意見がござい ま した。加古川の病院では、2億

数 千 万 円 とい う話 も ご ざい ま した。それではなかなか地元業者 では難 しい と

い う話 もあった ことは事実です。

幸いにもそれか ら日にちが経ち、イニシャル コス トについて概 ねの 目処が

立ってまい りま した。 ここで次に私たちは、先程 もお話があ りま した、 これ

か らのランニングコス トについて も考 えていかねばな りません。

門前薬局について、例 えば、販売 して しま うのではな く、建物 までは企業

団が建 てて、それ を賃貸する とい う方法 を取 ることができれば、参入 しよう

とす る薬局の障壁 も低 くなることか ら競争が激 しくなって、よ り企業団の収

入 としても高額なものが得 られ るのではないか。またそれが現状に合 った結

果 が生まれて くるのではないか とい う思いがあ ります。一度、販売す るとい

う前提 で前回答えを頂戴 してお りますが、それ を賃貸 とい う方法に変 えるこ

とができないか とい う点について、お伺い したい と思います。以上、2点 で

す 。

【「議 長 」 の声 あ り】

○議 長(立 石 豊 子)

はい 、西本 事務 局長 。

○事 務 局長'(西 本則 彦)

そ れ では 、 山本 議員 の ご質 問 にお答えをいた します。

まず、医療機器 の購入費につきま して、12億 円 を増額 した こ とにっ い て

の ご質 問にお答えをいた します。

議員 ご指摘の とお り、事業費総額の抑制は、開院後の運営に効果 を発揮す

ることは、十分に認識 しては してお りますが、事業費の割振 りにつきま して

は、基本構想の策定時、平成21年 で ご ざい ます が、 この時 の資金 計画で ご

ざいますので、その後 の精査の結果、 このたびの見直 しになった もので ござ

います。`

特 に医療機器 につ き ま して は、 開設予定の診療科 目、 これに対 して期待す



る医療機能、また、医師スタッフの配置な どを考慮 しま して、当初の予定枠

か ら増額 した もので ございます。また、医療機器の更新 のお話 もいただ きま

したけれ ども、開院後は5年 間程度 のスパ ンで 医療機 器 の整備を考 えてお り

ま して、最新 の医療機器への更新 もこの中に含 めて、 このたびの収支計画を

立てています。

また、現両病院で使用 している医療機器で、移設可能 なものについては、

でき得 る限 り使用す る方針には変わ りは ございません。今後 も総事業費の範

囲内で、引き続 き初期投資の抑制に努めて参 りたい と考 えてお ります。

次 に、門前薬局、いわゆる院外薬局 を賃貸す ることについてのご質問にお

答 えをいた します。

薬 につきま しては、その重複 の服用あるいは副作用、服薬 ミスな どの危 険

性 を回避 して医療 の質を向上 させ る観 点か ら 「医薬分業」が推進 されてお り

ますのはご承知の とお りと思います。 これ に伴いま して、平成6年 に保 険薬

局 及 び保 険薬剤 師療養 担 当規則が改正 され、医療保険の適用 を受 ける 「保険

薬局」の医療機 関か らの独 立性 に関す る取扱いが、明確化 された ところでご

ざいます。

これによ ります と、保険薬局 と医療機 関は一体的な構造、 あるいは一体的

な経営であってはな らない とされ 、この具体的な指針 としま しては、構造 は

医療機 関の土地、建物 と分離す ること、経営は医療機 関か ら実質的に分離 し、

医療機能上のつなが りがない こととなってお ります。

以上のことか ら、お尋ねの賃貸契約 につきま しては、医療保険の適用 を受

けない、いわゆる民間の ドラ ッグス トアの ような薬局で あれば開設 は可能で

ございます が、通常、保 険診療 を受 けた患者 さんが利用す る保険薬局につい

ては、賃貸 の場合、医療機 関 と一体的な経営 と見 なされ、実質的に分離 して

いない と見なされ、「保険薬局」としての指定 を受 けることができない ことと

なってお ります。

なお、 この件 につ きま しては、兵庫県の見解 として確認 してお ります こと

を申し添えさせていただきます。

以上で、山本議員 のご質問に対す るお答 えとさせ ていただきます。

【「議長、10番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石豊 子)

10番 、 山本 悟朗 議員

010番(山 本 悟 朗)

ご丁寧 な ご答 弁 あ りが と うございます。

前後 しますが、第二項 目の方か ら、 こち らの方は答 えがはっき り出ま した



ので、私 も薬局の運営のガイ ドライである とか、結構、県知事の判断の余地

が広 い ところであ りま して、 どこまでな らやれ るのか とい う興味があ りま し

た ものでお尋ね しま した。 これ は知事が判断できる内容 で、それはダメ と言

われ るのであれば仕方がない ことか と思います。

ここで、一点 目についてお伺いいた します。

今お伺い した中で、経営 を安定 させたい とい う思い と、良い病院に したい

とい う思いのせ めぎ合いの中で、何 がベス トか と考えていただいてい るのか

と思います。その結果 として、資金 をバ ックす るのではな く、大切 なものに

使 うとい う思いでお話 しいただいた ものだ と思います。

心配す るのは、その思いが もしか した ら200億 円で は足 りな い とい う可

能 性 が あ るのか どうか。 あえてこの場でお伺 い させていただきたい と思いま

す。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、藪本 副 企業 長。

○ 副企 業 長(藪 本 吉秀)

現 在 、 医療機器 につ き ま しては 、両病院長を筆頭 にいた しま して、医療機

器 の選定委員会 とい うものを行 ってい るところで ございます。合 わせ て、神

戸大学の医局 ともい ろいろ勉強す る中にお きま して、医師の確保 とともに、

神戸大学 と密接な連携のある病院ですので、大学側か らの医療機器の要望 に

つ いても、意見 をす り合わせてい る最 中で ございます。

一つ は
、や は り今回の統合病院には、大学の附属病院的な意味合い もござ

いますので、大学の方か らは我々が思ってい る以上の医療機器 に対す る要望

がある とい うのも事実でございます。 しか しなが ら、 山本議員の200億 円

を超 えて まで行 うのか。 との ようなご質問につ きま しては、議員 ご指摘 され

ま した よ うに、良い病院を作 りたい、あわせ て経営の ことも大切 に しな くて

はな らない。

そ のよ うな意味か らも、企業長 ともよくお話 させていただいてお りますの

は、やは りまずイニ シャルの段階におきま しては200億 とい うもの を超 え

ない 。非 常 に これは ドクターの側 との、これか らのせめぎ合いに実質なって

くるわけでございますが、我 々 といた しま しては、200億 円 を上 限 の一 っ

の ガイ ドライ ンにす る中で、これを超 えない よう取 り組 んでまい ります。

特 に、医療機器 の場合 には、償還期 間が5年 とい う、1年 据 え置 い て、後

の4年 で返す よ うにな って まい ります。 したがいま して、お手元にいってお

ります議員総会での収支計画 におきま して も、最初の5年 間 の経 営 状況 が 非



常に厳 しくなるとい うのも、この医療機器 の償還 がひびいて くるわけで ござ

います。

したがいま して、や は りこの200億 を上 限 と し、今 後 この選 定 をつ め、

そ して先 ほど事務局長 がお答 え しま したよ うに、それぞれが持 ってお ります

両市民病院の医療機器 の残存年数 、対応年数等で十分使 えるものは持 ち寄っ

て行 く。そのよ うなものも合 わせ て工夫 してまい りたい と考 えてお ります。

以上で ございます。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石豊 子)

は い 、蓬莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

い ま副企 業長 か らお 答 えい た しま したよ うに、議員か ら言われま した よ う

に、可能 な限 り医師の確保 のためには、 医師が満足できるよ うな機器 を全部

揃 えたい とい う思いはあ ります。 しか し一方では、経営 とい うものを しっか

り考 えていかなけれ ばならない。

この二つ の中で、一つ のフェース として200億 をべ 一ス に とい うこ とを

考慮 し、5年 サイ クル で変 わ って い くこ と も踏 まえて収支計画 も立ててお り

ます。両病院 とも今 よ りは改善 され るとい う収支計画 になってお ります。

実際 は、運営 してい く中でいろんな困難 な問題が出て くると思います。そ

こは全体の状況 を見 なが ら、大学 と連携を取 りなが ら判 断 してい くこ とにな

ると思いますが、現時点でそれ をオーバー してもよい'とい うこ とはや らない 。

そ の 中で 、どのよ うに してい くかをお互い意思疎通 を図ってい く必要 がある。

も う一つ は、行政の中には購買戦略が最 も欠 けてい る。医療機器 などを、

買 うた めの戦略 を整 えなけれ ばな らない と思ってお ります。医療機器 などは、

本 当にどの価格 をもって契約す るか とい うと、徹底的にやれ ば半額以下にな

るものがかな りある。 その よ うな もの をしっか り精査す る、事務 スタッフや

買 う側 の論理 を作ってい くことは とて も大事なことだ と思います。

も う一っは、減価償却費が極端 に増減す ることによって、収益 に大き く影

響 しない ように償却費負担は基本的 にはス ライ ドさせていかなければな らな

い。その差額分に相当す る投資額 は積極的 にやってい く。投資額が収益の構

造 を左右す るとい うことで、判断を誤 らないよ うにする戦略をきっち り立て

る。

この二つは非常に重要な ことなので、機器 の購入 に対する購 買戦略のあ り

方、それ を実際に行 うス タッフの育成 、物を見 る力、折衝 ・交渉力を どうす

るか、病院にかけているのはこれ なのです。役所 の中は、バ ラバ ラのセ クシ



ヨンにおいて買 ってい る。なぜか とい うと成果 と報酬が連動 していない。高

く買ったか ら、安 く買ったか らと言 って賞与に反映 させ られない。や って も、

や らな くても、誰 も褒め もしない し、批判 もしない。

こ うした中で、物 を安 く買 うのは嫌 われ るだけですので、そ う言 うことで

はない とい うことを、今度の病院では しっか りと出 していかなけれ ばならな

い と思 ってお ります。購 買戦略を どの ように してい くか。減価償却費 の増減

に よって、収支が変 わ らない よ うな仕組みにす るには どうしてい くか。その

よ うな中で、医師の満足できる機器 を十分備 えなが ら、全体の収益構造を注

視 して見てい く。ま さに経営そのものであると、 しっか りと受 け止 めたい と

思いますので、べ一ス を200億 と し、入 札 差額 が出た ら積極 的 に有効な機

器 に対 しては投資を してい く。 だか らFSは 成 立 してい るのです か ら、 そ の

点 は ご理解いただきたい と思います。

新病院は、いろんな意 味で、今 までの延長線 上の意識ではな く、企業長 、

副企業長 そ してスタ ッフ、議員 の皆様方、市民の意識改革、看護師の意識改

革 、私たちがチャレンジ しよ うとす ることは、全 く従来の延長線上では新病

院はあ りえない。そこをしっか りと共有 しない とい けない。お互いに批判 を

す るのではなく、 ど うすれ ばこの病院が医療 の質 を上げて、経営が成 り立つ

かのために、私たちは どうすべ きか。 この よ うにベ ク トル合わせ をしていた

だ くよ うお願 い したい と思います。 以上で ございます。

【「議長 、10番 」 の声 あ り】

○議 長(立 石 豊子)

10番 、 山本 悟朗 議員

010番(山 本悟 朗)

よ く分 か りま した。 あ りが と うございま した。私の質 問は以上です。

○議長(立 石 豊子)

以 上 で 、通告 に よる発 言 は終 わ りま したので、これ にて質疑並びに一般質

問 を終結いた します。

これ よ り討論 に入 ります。

討論 については、通告 があ りませ んので、これ を終結 します。

これ よ り第1号 議 案 、北 播磨 総 合 医療 セ ンター企業団奨学金貸与条例の制

定についてか ら第3号 議 案 、 平成23年 度 北播 磨 総合 医療セ ンター企 業 団病

院事業会計補正予算(第1号)ま で を一括 して採 決 い た します。

お諮 りいた します。

本案 を原案 の とお り決す ることに、ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】



○議長(立 石豊 子)

ご異 議 な し と認 め ます 。 よって 、第1号 議案 か ら第3号 議 案 まで は、原案

の とお り可決 されま した。

○議長(立 石豊 子)

以上 で 、本 日の 日程 は終 わ りま した。

今期定例会に提出 され ま した案件 は、ただいま全部議 了いた しま した。

〈副企業長あい さっ 〉

○議長(立 石 豊子)

この際 、藪本 副企 業長 の あい さっ がございます。

【「議長」の声あ り】

○議長(立 石 豊子)

はい 、藪 本副企 業長 。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

この度 は、第5回 企 業 団議 会 定例 会 にお きま して、奨学金制度、そ して2

4年 度 当初 予算 、 そ して23年 度 補 正予 算第1号 、いず れ も適 切 な る ご決定

を賜 りま したことに深 く感謝 申 し上 げる次第 でございます。 あ りが と うござ

います。

先程 、4人 の議 員 の方 々 か ら熱 心 な ご議 論、 ご質問を賜 りま した。い ろい

ろ賜 りま したご質 問の内容、我 々理事者側 におきま しても、反 映 させ るべき

ところにつきま しては、鋭意反映すべ く努力 して参る次第で ございます ので、

今後、また議員様方 の変わ らぬ ご支援、 ご指導のほど賜 りたい と存 じ上げま

す。

私 ごとで ございますが、先週 はアメ リカマサチューセ ッツ州 のボス トンの

方へ行 って参 りま した。ボス トンは医療 と学問のまちで ございま した。その

中で、ハーバー ド大学の関連の附属病院の方 を視察 して参 りま した。従業員

規模 が1万 人 、 ドクター の数2千 人 、ア メ リカで も指 折 りの総 合病院で ござ

いま した。

特 に、心臓血管系の ところを視察 して参 ったわけで ございますけれ ども、

我々規模 が違います けれ ども、アメ リカでは リー ンホス ピタル とい う考 え方

が言 われてお りま した。 リーン とい うのは、無駄のない、贅 肉のない引き締

まった経 営 とい うこと、そのよ うな中で、いわゆる顧 客満足度 もさることな

が ら、それ を高 めるためには従業員満足度 を高めてい くとい うこと、そのよ

うなことを経営陣の方 々か ら承ったわけで ございます。

私 どもは、マ グネ ッ トホス ピタル とい う言葉 を合言葉 にす る中におきま し

て、ま さ しく、いまアメ リカの最先端の医療 が行お うとしてい ることと同じ



ことを、我 々はこの 日本 において一つ の大きな実験 を乗 り出してい るんだな

とい うこ と、そ して、その方 向性 に間違いはないんだなとい うことを改めて

確認 して参 った次第で ございます。

アメ リカ とは、当然保険制度 も違 います。 しか しなが ら、経営陣 と医療 ス

タッフ とが完全 に分離 した中での経 営 とい うものを見て参 りま した。今後、

建物 を建 てるだけではな くて、来年 の8月 に は建 物 が完成 す るわ けで ござい

ます。今 か らは、今 日もこ議論が 出ま した よ うに、医師の確保 はもとより、

特に看護 師の確保、そ してまた経営 をどの よ うに安定 させ てい くのか、その

よ うな ソフ ト面 に、よ り意 を用いて参 りたい。 このよ うに考 えてお りますの

で、今後 とも変 わ りませ ぬ、議員の皆様方のご指導 ご鞭捷 を賜 りま して、閉

会 のあい さつ とさせていただきたい と存 じ上げます。

ど うもご熱心なご議論、本当にあ りが とうございま した。

○議長(立 石 豊子)

あ りが と うご ざいま した。

なお 、2月2日 の議 員 総 会 にお い て、 当局 よ り報告 のあ りま した、両市の

運営費負担割合 に係 る規約改正案 については、三木市、小野市のそれ ぞれの

議会 において、審議すべ き案件で ございます ので、 よろ しくご審議 いただき

ます よ うお願いいた します。

〈閉会 〉

○議長(立 石 豊子)

それ で は、 お諮 りい た します 。

これ にて閉会 して、 ご異議あ りませ んか。

【「異議な し」 と声 あ り】

○議長(立 石 豊子)

ご異議 な しと認 めます 。 よって 、第5回 北播磨 総合 医療 セ ンター企 業 団議

会定例会はこれ をもって閉会いた します。

〈議長 閉会 あい さっ 〉

○議長(立 石 豊子)

第5回 北播磨 総合 医療 セ ンター企 業 団議会定例会の閉会 に当た りま して、

一言 ごあい さつ を申し上げます。

今期定例会は、企業団の奨学金貸与条例の制定、平成24年 度 予算 及 び平

成23年 度 補正 予算 の審 議 とい う、大 変 に重要な定例会であ りま した。

議員各位 には、会議 中、慎重 なるご審議 をいただ き、適切、妥 当なる結論

を得 て、 ここに滞 りな く議了できま した ことは、企業団の運営のため、誠 に

ご同慶 に存 じます とともに、各位 の ご精励 に対 しま して、衷心 より深 く感謝



を申し上げる次第でございます。

議員各位 におかれま しては、健康 にご留意をいただ き、ますます ご活躍 く

だ さいます よ うご祈念 申し上げま して、閉会のごあい さつ といた します。本

日はあ りが とうございま した。

閉会 午前12時00分

地方 自治法第123条 第2項 の規 定 に よ り、 ここに署名 す る。

北播磨総合医療センター企業団議会

議 長 動 后 豊 子

会議録署名議員

会議録署名議員

函 勘 毛鴫

柔疎 醐
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